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予算決算常任委員会 

 

平成２９年１２月１１日（月）               

午 前 ９ 時 ５ ８ 分 開  会               

 

○三鬼（孝）委員長  おはようございます。 

 定刻より多少早いですけれども、皆さんおそろいでございますので、ただいまか

ら予算決算常任委員会を開会いたします。 

 本定例会で付託となりました議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予

算（第４号）の議決についてから議案第６１号、平成２９年度尾鷲市水道事業会計

補正予算（第２号）の議決についてまでの計５議案の御審査をいただきたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、最初に市長から御挨拶を。 

○加藤市長  おはようございます。 

 本日、予算決算常任委員会を開催していただきまして、まことにありがとうござ

います。 

 さて、本委員会に付託されています議案につきましては、議案第５７号、平成２

９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の議決についてを初め５議案でございま

す。各議案につきましては所管課から説明いたさせますので、よろしく御審議を賜

り御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 簡単ではございますが、挨拶とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 それでは、本日の予算決算常任委員会の進め方ですけれども、皆様のお手元に配

付の進行表のとおり財政課から審査をしていただきたいと思いますので、よろしく

お願いをいたしたいと思います。 

 それでは、財政課。 

○宇利財政課長  財政課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の議

決についてのうち財政課に係る分につきまして、平成２９年度一般会計補正予算書

（第４号）及び予算説明書並びに予算決算常任委員会進行表及び委員会資料に基づ

き御説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページをごらんください。 
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 今回の補正につきましては、第１条第１項にありますとおり、既定の歳入歳出予

算の総額にそれぞれ５,００７万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ９９億６,２７７万５,０００円とするものでございます。 

 続きまして、第２項、第１表歳入歳出予算補正の内容のうち財政課に係る分につ

いて御説明申し上げます。 

 １４ページ、１５ページをごらんください。 

 歳入でございます。１５款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入につ

きましては、普通財産の新たな貸し付けの発生により１５万３,０００を増額し、

２,３１６万４,０００円とするものでございます。 

 資料の１ページをごらんください。 

 本事業の概要でございますが、本年度、ＪＲ東海より尾鷲駅に隣接するＪＲ東海

所有地にある尾鷲保線支区を改築し、尾鷲事務所を設置することに伴い、現在、観

光用駐車場用地及びふれあいバスの運行に係る用地として使用している市所有地を

借り受けたい旨の申し出がございました。協議の中でＪＲ東海より観光用駐車場用

地の代替地の確保の提案、また、尾鷲駅前でのバスのロータリー化といった提案を

いただき、尾鷲駅前のロータリー化によって飛躍的にふれあいバスの利便性の向上

が図られると判断し、尾鷲駅前利便性向上事業（案）としたものでございます。予

算計上といたしましては３課による計上となっており、財政課分として普通財産の

貸付料を予算計上したものでございます。 

 貸し付けを行う土地といたしましては、次ページをごらんください。 

 図の中の赤色で示された部分が貸付地でございます。貸付地は全体で５１７.１

平方メートルとなっております。 

 貸付料の算定につきましては、次ページをごらんください。 

 貸付地が雑種地部分と水路部分となっており、図の赤の斜線で示された（１）

（３）（４）の雑種地部分が月額計算で固定資産評価額の１,０００分の６、水路

部分が年額計算で１平方メートル当たり１４０円として計算を行っております。な

お、（３）の雑種地部分につきましては、共有乗り入れの通路部分であることから、

その２分の１を貸付料として積算しております。予算計上額は１月から３月までの

３カ月間の貸付料を計上しております。 

 補正予算書にお戻りいただき、１４ページ、１５ページをごらんください。 

 １７款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金２,２９６万８,０００

円の増額は、今補正の財源として財政調整基金より繰り入れるものでございます。 
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 資料の４ページをごらんください。 

 基金の年度末残高見込みでございます。今回の補正は財政調整基金の取り崩しの

みであり、取り崩し額は２,２９６万８,０００円、財政調整基金の年度末残高見込

みは８億８,３１７万４,０００円となり、基金合計の年度末残高は１８億３,４８

０万４,０００円となる見込みでございます。 

 補正予算書にお戻りいただき、２４ページ、２５ページをごらんください。 

 歳出でございます。３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費は補正額

８７７万８,０００円を減額し、９億１,８６３万７,０００円とするものでござい

ます。このうち財政課分といたしましては国民健康保険事業特別会計繰出金１,２

８８万６,０００円の減額です。国民健康保険事業特別会計に対する繰り出し対象

経費の減少見込みに伴う減額でございます。 

 次ページをごらんください。 

 ９目後期高齢者医療費は補正額８万５,０００円を増額し、４億２,１７８万２,

０００円とするものでございます。内容は後期高齢者医療事業特別会計繰出金８万

５,０００円の増額で、後期高齢者医療事業特別会計に対する繰り出し対象経費の

増加見込みに伴う増額でございます。 

 財政課からの説明は以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  財政課に係る補正予算の説明が終わりました。御質疑をい

たしたいと思います。御発言願います。 

○村田委員  貸付金の話でＪＲに貸してあるということなんですが、地目が雑種

地とか、地目変更は全くされていないということで、この程度の額になるのかなと

は思いますけれども、感じとして、駅前でしょう。全く駅の前ですから少し安いん

じゃないかなという感じは持つんですよ。従来からこういう形でやってきておるか

らこれはしようがないかなと思うんですけれども、やっぱり尾鷲市も財政が厳しい

折ですから、その辺のところはやっぱりシビアに話をしてもう少し貸付金を上げて

いただくとか、そういうことを考えられないんですかね。 

○宇利財政課長  今回の貸し付けの算定においては、税務課等に照会をかけさせ

ていただきましてこの土地の評価額を算出しております。算出した結果の１,００

０分の６を月額計算として計上しているものとなっております。 

 以上です。 

○村田委員  税務課で算出をしておるということなんですが、地目がそのままだ

ったらその地目どおりの評価ということになるんでしょう。宅地と通常の土地と雑
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種地とか、あぜ道とか、畦畔とか、いろんなことになれば、やっぱりそれは評価が

違ってくるわけでしょう。ですから、方法論としては財政課でそうやってしてもら

うことは間違いないんでしょうけれども、私が申し上げておるのは、地目変更をし

ていないだけにこれだけ安い値段で貸し付けをするということはどうであろうかな

という感じがするものですから、今後このことについて、できるできないは別にし

て、一度検討していただくということを要望しておきたいと思います。 

○宇利財政課長  評価地目としては雑種地ということで、その部分について今後

検討をさせていただいて、ＪＲ等と、評価替え等もございますので、その時点で評

価替えがあった場合は当然評価額等が変更になるかと思います。その部分において

ＪＲ東海と話し合いをさせていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○村田委員  ですから、地目変更をやらないでそういうことというのは全くでき

ないものですから、地目変更をきちっとやると。尾鷲市の貸し出しておる土地はど

うなのかわかりませんけれども、全部は私は調べておりませんけれども、地目変更

をすることによって評価額というのは随分違ってくるわけですから、それをやって

著しく金額が変わるということではないんでしょうけれども、やっぱり気持ちとし

てはそういうこともきちっとしていただくということだけお願いを申し上げておき

たいと思います。 

○宇利財政課長  比準としては宅地比準の雑種地として計算をさせていただいて

おります。現状、無道路地に近い形の土地ということもありまして、評価額自体は

余り高くないと。希望どおりにアクセスしようとするとＪＲの土地を通らないとい

けないということで、評価額自体は余り高い数字が出ていないんですが、今後、周

辺の整備と合わせまして評価額に変更があるような場合は当然変更をさせていただ

きたいと考えております。 

 以上です。 

○村田委員  それはそれでわかるんですが、私が申し上げておるのは、この土地

だけを指して言っておるんじゃないんですよ。尾鷲市の中にはいろいろあるでしょ

う。ですから、そういったものも含めて、これが一例なんですよ。その辺のところ

をきちっと整理、精査をしていただきたいということなんですよ。駅前の事情はわ

かっています。誰かも言っていましたけれども、そんなことは私も重々承知の上で

やっておるわけですから、全般的に尾鷲市の中の土地をということでひとつ御検討

いただきたいということなんですよ。 
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○宇利財政課長  全体というお話ですので、全体の検討をさせていただきたいと

考えております。 

 以上です。 

○三鬼（和）委員  先ほど基準額を決めるのに１,０００分の６とか、その基準は

何をして１,０００分の６なんですか。 

○宇利財政課長  水路以外の部分は尾鷲市会計規則です。尾鷲市会計規則の第１

５０条に普通財産の貸付料の額は無償貸し付け、または減額して貸し付けるものを

除くほか、次の各号に定めるところにあるという部分で月額が評価額の１,０００

分の６と記載されております。水路部分につきましては、尾鷲市普通河川管理条例

第２条に基づいて積算をしております。 

 以上です。 

○奥田委員  関連でお聞きしたいんですけど、市の土地とＪＲの土地との境界と

いうのはどこになるんですか。自転車置き場の北側までが市の土地、その辺のとこ

ろをちょっと、よく選挙のときに演説すると怒られるんですよ、ここでするなと。

何回も怒られておるんですけど、僕。ちょっと教えてほしいんです。 

○宇利財政課長  資料の３ページの図面でいきますと、参考図面で書かれている

ちょっと下に右から左というか、点線があるかと思いますが、そこの部分が市の持

ち物という部分になっております。 

○三鬼（孝）委員長  点線部分がようけあるって言うとるで、体的に説明してや

って。 

○宇利財政課長  ４３９―１０という赤枠で囲まれている部分が（３）の部分な

んですが、ございます。その上の部分、上に伸びているというか、４３９―１０の

上辺に左上に四角い枠がございますよね。その真ん中を通っている点線があるかと

思うんですが、その点線をずっと上に行った部分となっていて、ここら辺の部分に

ついては従前より行き来の中でＪＲさんとその上の部分のＪＲ所有地とを含めて乗

り入れをしている部分になっています。４３９―１０の左上の四角の真ん中に点線

が入っていますよね。 

○奥田委員  じゃ、この点線全部、外枠の点線ずっと市の土地ということやね。

ということは、この写真を見るとＪＲ側の斜め線になっておるところがあるじゃな

いですか。そこも尾鷲市の土地じゃないの。 

（「尾鷲市の土地です」と呼ぶ者あり） 

○奥田委員  尾鷲市の土地なんやね。ここで演説すると怒られるんですよ、ＪＲ
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がここでするなって。前回も怒られたで、僕。でも、僕は怒られたけど、したけど

ね。ここはええかなと思って、注意されたもんでちょっと後ろへ下がってしたんや

けど、構わんのやよね。ここ、尾鷲市の土地やよね。ですよね。 

○中世古財政課主幹  資料の２ページなんですけど、写真のほうの赤色で囲った

上のところに白の斜線が引いてある部分があるんですけど、ここの部分が一応４３

９―１０番地と４３９―１２番地の境になります。 

○奥田委員  よかった。僕、注意ばかりされておるんやけれども、ＪＲのところ

に言うておいてください、市の土地なんだから。僕、２回怒られています、本当に

これまでに。 

 それで、資料２の基金の状況のことでお伺いしたいんですけど、財調が８億８,

０００万ということで、今後、当初予算編成というのが非常に難しいんじゃないか

なという気もするんですけど、その辺のところを市長にお伺いしたいのと、もう一

つ、今回、退職者が出ているのかな。５,６００万、後で総務のほうから説明があ

るんだと思いますけど、５,６００万の退職手当が出てきているということで、そ

の関係で財調が２,２００万、約２,３００万か、取り崩しになっているんだと思う

んですけど、この基金の表の５行目に退職手当基金とありますでしょう、４ ,４０

０万。本来ならこういうのにどんどん積んでおかないかんと思うんですけど、ちな

みにちょっと教えてほしいのは、財政のほうで教えてほしいのは、これから企業会

計ということで複式簿記というか、貸借対照表もきちっと整備していくということ

なんですけど、退職給付の引当金、今計上するとすると幾らぐらいあるのかという

のを教えてほしいんですわ。 

○宇利財政課長  あくまで概算なんですけれども、まだ出ていないものですから、

１２億程度になるかと思います。 

○奥田委員  結構ありますね。１２億ぐらいを本当は基金に積んでおかなあかん

ですね。４,０００万しか積んでいないで。だから、いつもいつも退職者が予定よ

り多くなるとどーんと出てきて非常に財調をまた取り崩さなあかんということが出

てくるんですけど、市長、どうですか。最初お聞きしましたけど、８億８,０００

万しかないんですけど、ことしの当初予算でも６億か７億ぐらい当初予算で取り崩

していると思いますけど、来年度の当初予算編成、非常に厳しいんじゃないかなと

思うんですが、その辺、どう考えていますか。 

○加藤市長  確かに来年度の予算編成につきましては非常に厳しい状況です。最

終的なものはまだミーティングはやっておりませんけれども、厳しいと予測されま
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す、昨年度以上に。それを今後どうやって詰めていくのかということはまた今後詰

めていきたいと思っておりますんですけれども、さっきの引当金の話でございます

けれども、１２億ほどのそういうものがあって手当が４,４００万しかないという

のは本当に厳しいです。企業会計とはちょっと違っておりまして、これだけしかな

いのかというような実感だけはあります。これを今後どういうふうにしてやってい

くのかということは全体的な話を詰めていかないと非常に難しい。ここへ十何億積

み立てていけばほかの予算がとれないというような状況でございますので、委員が

おっしゃるように、大変厳しい財政状況であるということは否めない事実でござい

ますので、それだけはまず実感しておりますので、今後そういうところにつきまし

てはもっともっと検証していかなきゃならないと考えております。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、課長、債務負担行為があるんでしょう。 

○宇利財政課長  失礼しました。債務負担行為を失念しておりました。申しわけ

ありません。再度、債務負担行為の説明をさせていただきます。 

 資料の７ページをごらんください。済みません、予算書の７ページですね。申し

わけありません。通知させていただきます。しばらくお待ちください。 

 申しわけありません、上から３番目、元九鬼中学校浄化槽保守点検・清掃業務委

託料７１万４,０００円の計上であります。期間といたしましては平成３０年度か

ら平成３２年度までの３カ年を計上しております。元九鬼中学校については現状も

ヤーヤ便等の作業で使用しているものでございます。 

 説明は以上です。 

○三鬼（孝）委員長  ただいまの説明に対する質疑はございますか。 

○楠委員  確認をしたいんですけど、実際に学校をつくられたときの浄化槽の処

理能力と現在使われている処理能力が違うと実際適正に処理されて排出されている

のか、その辺はどうなんでしょうかね。 

○宇利財政課長  処理能力自体については従前と変わりないものとなっておりま

す。 

○楠委員  学校の生徒数がいる人数、大体規模によって浄化槽の人槽という処理

能力があると思うんですけど、現在、中学校としての機能をしていなくて、少人数

の利用者しかいないのにもかかわらず、大規模な浄化槽で基本的に処理ができるん

ですか。 
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○宇利財政課長  現状、学校は廃校したものなんですが、浄化槽を取りかえると

いうことを行っておりませんので、従前の浄化槽設置をされております。その中で

点検等において問題点というのは特に指摘を受けていないところですが。 

○楠委員  私の聞きたいのは、通常、一般の住宅であれば５人槽とか７人槽で用

件は足りるわけですよね。学校の場合は生徒も先生方もいらっしゃいましたから、

それなりの大きい５０人槽とか１００人槽とかというレベルの処理施設をつくって

いると思うんですよ。ところが、実際には使用されている人数が少ないと浄化槽っ

て機能しないんじゃないですかね。ということは、私の言いたいのは、逆に言うと、

ここの浄化槽をやめるということじゃないんだけど、コミュニティセンターのほう

を利用してもらったほうがここにかかる費用が軽減されるのかなと、ちょっと一つ

思ったので、今すぐやれという話じゃないですよ。考え方。 

○宇利財政課長  そちらのほうについて検討不足ということで大変申しわけあり

ません。現状、体育館も一応使用はしておりまして、地区の方が。ですので、それ

らも含めてコミュニティセンターで使用できるかどうかを検討させていただきます。 

 以上です。 

○楠委員  今の回答をいただきましたので、今後こういう施設を、いろいろ業者

の方も大変でしょうけど、事業者の方も、一応もう少し見直しをして、本当に機能

しているのか。場合によっては生放流と同じような状況になっている可能性もある。

点検はしていただいたとしても、使用量が少ないために。その辺も今後の環境を考

えたときにそういう点をもう一回検討してもらってもいいんじゃないかと思います。

あわせてやっていただければと思います。 

 以上です。 

○宇利財政課長  検討させていただきます。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで財政課の審査を終了いたします。 

 暫時休憩します。 

（休憩 午前１０時２５分） 

 

（再開 午前１０時２６分） 

○三鬼（孝）委員長  再開いたします。 

 それでは、総務課、よろしくお願いします。 
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○下村総務課長  人件費につきましては資料がＡ３となりますので、資料の配付、

よろしいでしょうか。 

○三鬼（孝）委員長  どうぞ。 

（資 料 配 付） 

○下村総務課長   議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４

号）のうち、人件費及び総務課に係る補正予算について予算決算常任委員会進行表

に基づき御説明させていただきます。 

 予算説明書の１４、１５ページをごらん願います。 

 歳入ですが、１９款諸収入、５項雑入、１目雑入、補正前の額５,２４６万２,０

００円に対し２,５０５万８,０００円を増額補正し、予算現額を７,７５２万円と

するものであります。このうち総務課分といたしましては、２節の総務費雑入の派

遣職員人件費１８万６,０００円で、これは三重地方税回収機構に派遣している職

員の人件費収入で、人事院勧告による引き上げ分であります。 

 次に、歳出ですが、人件費につきましては全ての費目にまたがりますので、別紙

資料にて御説明いたします。今お配りしました資料のＡ３の部分でございます。 

 この資料は１款の議会費から９款の教育費までの一般会計と国保会計、後期高齢

者会計ごとに目別の給料、職員手当等について記載させていただいております。表

内職員数の増減は年度内人事異動等による費目間の増減であります。 

 まず、給料で７７０万３,０００円の減額補正ですが、これは人事院勧告による

増額が１７４万６,０００円となりますが、８月に就任しました副市長給料の減額

分が３３５万３,０００円、育児休業等による減額及び新規採用職員と退職者給料

差額の相殺で６０９万６,０００円の減額となります。人勧による俸給表の改定率

は平均で０.２％ですが、本市でも若年層が多く、平均で０.２％の増額となってお

ります。金額といたしましては月額４００円から１,０００円となります。特別会

計の補正は人勧及び人事異動に伴う減額であります。 

 次に、職員手当の主なものといたしましては、期末勤勉手当が４２万１,０００

円の減額補正となります。これは人事院勧告により勤勉手当０.１カ月分の引き上

げにより２７８万８,０００円の増額となりますが、副市長の減額分が３２０万９,

０００円となります。特別会計の補正は人勧及び人事異動に伴う減額であります。 

 次に、時間外手当９１５万円の増額補正ですが、一般会計では台風による各避難

所への職員配置及び土のう運搬等による職員動員に伴う増、税務費ではマイナンバ

ー導入に伴うチェック業務や資産税の評価替え対応、保健師費は健康増進計画等に



－１０－ 

係る事業推進による増、商工総務費については各種イベントの開催による増が主な

ものであります。教育事務局費の増額は土曜授業への参加や外部委員から成る懇談

会等が夜間となることによる増、社会教育費、体育館費はオープンウォータースイ

ミング大会の開催や子育て関係のイベント事業の増加によるものであります。時間

外手当につきましては、平成２７年度当初より２０％削減して予算計上するととも

に、ノー残業デーを設定するなどした結果、２８年度決算では前年度比２３ .７％

の縮減となりました。今後も引き続き時間外勤務の抑制に努めてまいります。 

 次に、退職金５,６０１万２,０００円の増額補正ですが、これは勧奨退職者分の

増額であります。 

 次に、共済費７２４万６,０００円の増額補正は、追加費用の負担割合の引き上

げに伴う増額補正であります。 

 なお、本委員会所管の補正予算の中で人件費については総務課において一括予算

計上していますので、各課における人件費の内容につきましては割愛させていただ

きます。 

 続きまして、人件費以外の総務課に係る補正予算について御説明いたします。 

 予算書に戻っていただき、１８、１９ページをごらん願います。 

 中段の臨時職員経費２５７万８,０００円の減額補正は、精査による減員及び年

度当初に障害者雇用ができなかったこと、あと、年度途中の退職と代替採用のタイ

ムラグなどにより当初見込みを下回ったものであります。 

 次に、債務負担行為補正ですが、６ページ、７ページをごらん願います。 

 来年度以降における事業の円滑な執行のため債務負担行為を設定するもので、総

務課分といたしましては一番上から尾鷲市本庁舎浄化槽保守点検・清掃業務委託と

電気保安管理業務委託の２件であります。期間、限度額はそれぞれ記載のとおりで

あります。 

 以上で平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の説明を終わらせていた

だきます。 

○三鬼（孝）委員長  総務課に係る補正予算の説明がありましたが、御質疑のあ

る方は御発言願います。よろしいですか。 

○奥田委員  ないようですので、２点ほど、一つは退職金ということで５,６００

万が上がっておるんですけど、これは何名でどういう内容のものなのかというのと、

もうちょっと詳しく教えてほしいのと、それから、もう一つ、時間外、９７５万が

補正で上がっている分ですけど、先ほど、２７年度に比べたら２８年度は２３ .



－１１－ 

７％減少していますという話でしたが、２８年度の決算の数字と２９年度の９７５

万も入れた予算額、ちなみに教えてもらえますか。 

○下村総務課長  勧奨退職は３名であります。５０代前半の職員３名であります。 

○奥田委員  時間外は。 

○下村総務課長  時間外につきましては、決算額が一般会計で３,４８４万３,６

９５円となっております。２８年度の補正では１,１７０万４,０００円を予算計上

させていただきましたが、３月補正で減額させていただいたということで、２８年

度決算額では前年度比２３.７４％の減額となったということになります。 

○奥田委員  今のは２８年度の決算やね。３,４８４万が決算額。 

○下村総務課長  はい。 

○奥田委員  ２９年度のこの９７５万も入れた予算総額を教えてもらえますか。 

○下村総務課長  ４,１２７万５,０００円となります。 

○奥田委員  ということは、２８年度の決算が３,４８４万で２９年度の今のとこ

ろの予算が４,１２７万ということは、前年度よりは今年度ふえてくると。この要

因はなんですか。このままでいくと６４０万ぐらいふえる計算になりますけど。 

○下村総務課長  ２９年度は台風があったということで、台風５号、１８号、２

１号で職員動員に係る経費が２２６万円ほどかかっております。それと、税務課の

ほうで評価替えがあるということで時間外が例年よりちょっとふえております。 

○奥田委員  それと、勧奨のほうですけど、５０代前半が３名ということでした

けど、大分率はいいんですか、勧奨。５０代前半だと６０までおればええのになと

思うんですけど、いろんな事情があるんだと思いますが、大分率的にはええんです

か、勧奨というのは。 

○下村総務課長  その方の在職年数というのもありますので、在職年数で計算さ

せていただいております。 

 それと、時間外なんですけど、選挙費、急な衆議院選挙もあったということもあ

ります。 

○野田副委員長  済みません、いろいろボリュームもありまして聞き漏れもある

かもわかりませんが、ちょっと確認の意味で、人件費の分で減額補正という形が多

くとられているんですけれども、一つには２３ページの監査委員職員人件費１７８

万、そして、保健師職員人件費６１８万４,０００円、３１ページですね。そして、

１７ページの臨時職員の経費という形で２５７万８,０００円とか、そういう部分

が当初予算からこういう減額というのは人数が削減されたとか、どういう意味です
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か。 

○下村総務課長  人事異動に伴って、当初予算のときは現在の配置で当初予算を

組むんですが、４月１日の人事異動に伴って年齢の低い職員が入れかわる。退職と

新採ですね。それと、職員自体も各課に配置が変わるということで、この１２月で

調整させていただいておるということでございます。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで総務課の補正予算の審査を終了いたしま

す。御苦労さんでした。 

 暫時休憩します。 

（休憩 午前１０時４０分） 

 

（再開 午前１０時４７分） 

○三鬼（孝）委員長  委員会を再開いたします。 

 それでは、市長公室の補正予算、御説明願います。 

○大和市長公室長  それでは、市長公室です。議案第５７号、平成２９年度尾鷲

市一般会計補正予算（第４号）の議決についてのうち市長公室分について、補正予

算書及び予算説明書、また、市長公室資料により御説明いたします。 

 歳出についてでございます。補正予算書及び予算説明書の１８、１９ページをご

らんください。通知いたします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、５目企画費、補正前の額が１億１,１７４万７,０

００円に補正額１万２,０００円を追加し、合計１億１,１７５万９,０００円とす

るもので、財源は全て一般財源でございます。 

 資料１ページをごらんください。通知いたします。 

 尾鷲駅前利便性向上事業（案）の事業概要につきましては、先ほどの財政課の説

明と重複する部分がございます。御承知お願いいたします。 

 平成２９年１０月１日にダイヤ改正をいたしましたふれあいバスは、ＪＲ駅前を

中心とするダイヤにより運行を実施しております。このたびＪＲ東海から尾鷲駅に

隣接するＪＲ所有地において尾鷲保線支区を改築し、尾鷲事務所を設置する在来線

工務関係組織の再編及び関連施設の整備事業の計画が示されました。この計画を進

める上で、現在、ふれあいバスのバス停、バスの一時待機場所、回転場所及びまち

の駅ネットワーク尾鷲の駐車場として使用している市有地を駐車場とさせていただ
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きたいと依頼がございました。ＪＲ東海側からは、市有地におけるバス停、バスの

回転場所等及びまちの駅ネットワーク尾鷲の駐車場にかわるものとして尾鷲駅前で

のバスロータリー化といった利便性が向上する提案をいただいたところでございま

す。 

 これを受けまして関係各課による協議を重ねた結果、尾鷲駅前のロータリー化に

より飛躍的にふれあいバスの利便性の向上が図れると判断し、尾鷲駅前利便性向上

事業（案）として進めたいと考えております。なお、この事業開始は平成３０年１

月からと予定しております。 

 詳細につきましては、資料の２ページをごらんください。 

 まず、赤枠部分が市有地、財政から説明があった５１７.１平米をＪＲに貸し付

ける部分であります。青枠部分の③がふれあいバスのバス停留所、④がバスの待機

駐車場として、ともに構内営業に必要な部分として使用する部分でございます。ま

た、図左上の黄色の枠の②の部分がまちの駅ネットワーク尾鷲の４台分の駐車場と

して借り受ける部分でございます。これにつきましては、後ほど水産商工食のまち

課から御説明があると思います。 

 資料中央の黄色の四角が現在のバス停であり、小さいんですけど、ＪＲ尾鷲駅前

の青の丸が新たなバス停であります。そのほか、緑枠のまちの駅ネットワーク尾鷲

の４台分の駐車場は現状のまま市有地内で使用します。なお、青色のやや太い線が

赤色枠と黄色枠の付近にございますが、これは歩道表示として、また、尾鷲駅前の

白色の表示のロータリー及び誘導矢印であり、これらの表示につきましては全てＪ

Ｒが整備いたします。 

 当室に係る分としましては、青色部分の③のふれあいバスの停留所、④のバス待

機場としてともに構内営業に必要な部分を使用する費用として交通体系関係事務経

費の１４節使用料及び賃借料、尾鷲駅前広場使用料として１万２,０００円の追加

をするものでございます。 

 次に、補正予算書の６ページに戻っていただきまして、第２表の債務負担行為補

正でございます。通知いたします。 

 この追加のうち当室に係る分が表中の４行目、尾鷲市コミュニティバス八鬼山線

及びハラソ線運行業務委託は期限を平成３０年度と定め、限度額の上限を２ ,９４

２万９,０００円とするものです。また、５行目の尾鷲市コミュニティバス尾鷲地

区及び須賀利地区指定管理料は、これも期限を平成３０年度と定め、限度額の上限

を１,８６６万４,０００円とするものでございます。こちらにつきましては指定管
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理制度を活用するものであり、来年１月に公募し、仮協定を締結した後、平成３０

年第１回定例会に議案上程する予定でございます。 

 続きまして、資料の３ページをごらんください。通知いたします。 

 コミュニティバスに係る債務負担行為額の積算根拠でございますが、まず、八鬼

山線及びハラソ線につきましては、①運行費用４,２６０万８,０００円から②利用

料収入見込み額１,１８４万８,０００円、③国庫補助金見込み額３５１万１,００

０円を差し引いた２,９４２万９,０００円を限度額としております。また、尾鷲地

区及び須賀利地区につきましては、①運行費用１,９２８万５,０００円から②利用

料見込み額２００万４,０００円を差し引いた１,８６６万４,０００円を限度額と

しております。なお、国庫補助金につきましては、八鬼山線及びハラソ線は事業者

へ直接交付され、尾鷲地区及び須賀利地区のほうは別途市のほうに歳入されるとい

うことになっております。 

 以上で市長公室に係る補正予算の説明とさせていただきます。御審議いただき御

承認賜るようよろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  市長公室に係る補正予算の説明が終わりました。これに対

する御質疑のある方は御発言願います。 

○濵中委員  コミュニティバスの八鬼山線、ハラソ線のピーク時の乗車人数とい

う聞き方で出ますか。以前は高校生とかがたくさん乗っておったころというのは朝

の時間が多かったりとかというのを始めたころは聞いておったんですけれども、最

近、マックスどれぐらい乗っておるのかというのを。 

○大和市長公室長  申しわけございません、各路線についての集中時間の数字と

いうのはちょっと把握しておりませんが、その資料はつくらせていただいて後日御

提示ということでよろしいでございますか。 

○濵中委員  大きなバスを使っておりますので、やっぱりバスが大きければそれ

だけ燃料とか経費も違うのかなということを思いましたものですから、もしマック

スの数字が例えばもう少し小さいバスで済むようなものならば、その辺、指定管理

者に仕様書のあたりで示していただいて、少しでも経費削減というようなあたりで

できればなという思いで聞かせていただきましたので、そういったあたりをまた示

していただければと思います。 

○大和市長公室長  委員のおっしゃられるとおりで、そこの部分について精査さ

せていただきます。ただ、現状では今の体系のバスが必要というふうに私どもは認

識しております。 
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○濵中委員  その認識の根拠が知りたいので数字をお願いしたいということで、

よろしくお願いします。 

○三鬼（孝）委員長  市長公室長、今、濵中委員から要請がありました各路線の

利用状況、この会期内にできるの。よろしくお願いします。 

 他にございませんか。 

○楠委員  駅前の利便向上性の事業で、ＪＲのほうで表示費用は出されるという

ことなんですけど、今後調整があるかと思うんですけど、歩道表示が青になってい

るんですけど、基本的に青って自転車が走るところで使っていて、緑じゃないかと

思うんですけど、これ、よく注意してもらったほうがいいかなと思います。 

 以上です。 

○森本市長公室長補佐兼係長  表示のほうは見やすいように表示させていただい

て青とさせていただいているんですけれども、実際のところの歩道表示は恐らく通

常の道路のような様式でさせていただくことになるかと思います。 

○三鬼（孝）委員長  他になければ、これで市長公室の補正予算の審査を終わり

ます。御苦労さん。 

（休憩 午前１０時５７分） 

 

（再開 午前１０時５８分） 

○三鬼（孝）委員長  それでは、防災危機管理室に係る補正予算（第４号）の議

決についての御説明を願います。 

○神保防災危機管理室長  防災危機管理室です。よろしくお願いいたします。 

 議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の議決について

のうち当室に係る分につきまして、補正予算書及び予算説明書により御説明いたし

ます。 

 歳出についてであります。補正予算書及び予算説明書の４６、４７ページをごら

んください。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費につきまして補正額４０６万１,００

０円を減額し、合計４億３,６５０万８,０００円とするものでございます。内容に

つきましては、三重紀北消防組合負担金として１９節負担金、補助及び交付金４０

６万１,０００円を減額するもので、人件費に伴うものでございます。 

 続きまして、債務負担行為補正でございます。補正予算書の６ページをごらんく

ださい。 
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 当室に係る債務負担行為補正は５件でございます。上段から６段目、防災センタ

ー浄化槽保守点検・清掃業務委託、期間、平成３０年度から３２年度、限度額９８

万４,０００円と尾鷲市防災センター電気保安管理業務委託、期間同じく、限度額

４９万６,０００円、続きまして、尾鷲市防災行政無線矢の川中継所電気保安管理

業務委託、期間同じく、限度額３３万９,０００円と下段から３段目、消防団車庫

浄化槽保守点検・清掃業務委託、期間同じく、限度額１８５万円、次の行政協力員

団体傷害保険料、期間、平成３０年度、限度額４６万５,０００円につきましては、

市内に１０５ある樋門等の操作業務を三重県から水防費として委託されております。

４月１日から公務として実動する消防団員のために加入する傷害保険料でございま

す。 

 以上で当室に係る歳入歳出の補正予算説明とさせていただきます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 それでは、防災危機管理室の補正予算（第４号）の議決についての説明がありま

した。これに対する御質疑がありましたら御発言願います。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで防災危機管理室の補正予算の審議を終わ

ります。御苦労さん。 

（休憩 午前１１時０１分） 

 

（再開 午前１１時０３分） 

○三鬼（孝）委員長  続きまして、税務課に係る補正予算（第４号）の議決につ

いての御説明を求めます。 

○吉沢税務課長  税務課です。よろしくお願いします。 

 それでは、議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）のう

ち税務課所管部分について御説明いたします。 

 補正予算書の１８、１９ページをごらんください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費のうち、ふるさと納税事業に係る

歳出の増額補正８４３万５,０００円であります。内訳を申し上げます。報償費８

３４万４,０００円は返礼品に係る費用の補正増であります。役務費の９万１,００

０円は通信運搬費の補正増であります。増額理由は、二つの経費ともに寄附件数及

び申請額の実績増に伴い返礼品費用等必要経費の増加が見込まれることから所要の

補正を行おうとするものであります。 
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 補足として、平成２９年度のふるさと納税の状況について簡潔に説明をさせてい

ただきます。なお、内容は先般所管の総務産業常任委員会にて説明済みで重複いた

しますが、御容赦ください。 

 委員会資料１ページをごらんください。 

 （１）の表をごらんください。これは本市のふるさと納税申し込みの状況、申し

込み件数の１１月末までの本年度と前年度の申請状況、申請件数の比較表でありま

す。表の中段、４月―１１月小計の欄をごらんください。本年度１１月末まで２,

６００件で、前年度比７９５件、４４％の増となっております。 

 次に、委員会資料２ページをごらんください。 

 （２）の表をごらんください。こちらは申請金額の表であります。小計の欄をご

らんください。平成２９年度１１月末までの申し込み金額は５,６４６万１,１１１

円で、前年度比１,２３４万１,０８９円、２８％の増となっております。 

 以上の実績増から寄附金の概数見込みを行い、返礼品等費用金額の不足見込み額

を今回補正計上いたしました。実際、最終的に寄附金額がどれだけになるのかは、

寄附金という性質から、また、このグラフにありますとおり、１２月以降も寄附金

額が大きい傾向でありますので、確定的な見込みについては年度末まで判然といた

しませんので、その点は御理解をお願いいたします。 

 次に、委員会資料３ページをごらんください。 

 （３）の表は４月から１１月まで、暫定でありますが、返礼品の件数の順位であ

ります。後ほど御参照をお願いします。 

 次の委員会資料４ページをごらんください。 

 この表は平成２９年度尾鷲市のふるさと納税の活動状況であります。４月に返礼

品数を４５品目から１０１品目と選択の幅を強化しております。８月には市長から

市外の友人、知人の方へお願いの文書を送付、その後も市長のほうからイベント等

機会あるごとに呼びかけを行っております。その他の活動は記載のとおり、返礼品

の追加、三重南部１３市町共同での市外での周知イベント等の広報的な活動を行っ

ております。 

 続きまして、補正予算書６ページをごらんください。 

 第２表、債務負担行為の補正の表をごらんください。税務課所管の債務負担行為

は上から１１番目の総合住民情報システム市税等納税通知書作成業務委託料で、期

間は平成３０年度、限度額は３７３万５,０００円であります。この業務委託料は

平成３０年度分の市県民税、固定資産税、都市計画税、国民健康保険税並びに後期
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高齢者医療保険料の納税通知書等の作成に係る業務委託であります。法定納期限等

の関係から年度開始前に業務委託の契約など事前準備を行う必要があるところから

債務負担行為を行おうとするものであります。 

 補正予算の説明は以上であります。御審議賜り、御承認のほうをよろしくお願い

いたします。 

○三鬼（孝）委員長  ただいま税務課長から税務課に係る補正予算（第４号）の

議決についての御説明がありました。これに対する御質疑をお願いいたします。あ

りませんか。 

○奥田委員  ふるさと納税してもらえる入に入ってくる部分については３月補正

という話がありましたけれども、今期どうですか、どのぐらい行きそうなんですか。 

○吉沢税務課長  今回、返礼品等が大まか半額程度要るということで、その不足

額を計上いたしました。その際に直近の実績、説明させていただいたとおり、若干

伸びておりますので、それをもとに、余り断定的な数字はあれなんですけど、大ま

か９,７００万円程度は寄附に対する返礼を対応できるような形で今回補正計上を

しております。ただ、先ほどから申し上げておるとおり、あくまでも寄附金であり

ますし、１２月が見てのとおり３割以上を占めておるのと実際の収入金額も１２月

に確定するということで、駆け込みで１２月が結構多いんやないのかということで、

断定的な数字についてはちょっと読み切れていないというのが実情です。予算の計

上としてはそういう形で。 

○奥田委員  そうすると、２８年度が７,２００万ぐらいのふるさと納税で、２７

年度が九千何百万だったかな、９,３００万でしたか、今年度９,７００万というこ

とは、市長の努力もあって記録を更新するという理解でよろしいですか。 

○加藤市長  先ほど税務課長が申し上げましたように、前々年は行きたいなとは

思っているんですよね。ただ、これも待ちの態勢ではどうしようもないものですか

ら、８月に私も２００件ほど出させていただいて、回収率がまだ二十何％しか来て

おりませんので、あとの１５０名ぐらいに対して半分ぐらいは追い打ちで逐次電話

しているんですけれども、やりますよ、やりますよということで、そういう返事が

多いものですから期待度は高いと思いますんですけれども、最終的な結果というの

は、一応予測としては先ほど税務課長が言った９,７００万ぐらいを見越した形の

補正を組ませていただいたんですけれども、何とか頑張って到達したいなとは思っ

ておりますんですけれども、以上です。 

○野田副委員長  この体制というのは後にプロジェクトチームのほうで発表され
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るのかなと思うんですけれども、今どのような形で、今、市長が頑張っていろいろ

２００件から案内してもらっていますけれども、全市役所的にやるんであれば全員

が知り合いの方に話をするとか、県外の。そういう形で広げることは可能だと思う

んですけれども、その点、どうですか。 

○加藤市長  この件につきましては、ふるさと納税増大キャンペーンということ

で今煮詰めておりますので、どれだけのことが今後発表できるかわかりませんけれ

ども、その心づもりで当然友達の友達はまた友達、そういう形の中で縁故とかそう

いったものを、基本的にはそういうところで賛同者をふやしていきたいと思ってお

ります。ですから、議員の方々も、俺たち、やるぜとおっしゃっていただく方もた

くさんいらっしゃいますので、その辺のところはきちんとまとめた形で御報告方お

願いしたいと、このように考えておりますので。 

○野田副委員長  尾鷲出身の方で市外に出ている方というのがたくさんいる中で、

ふるさと納税をされておるという方がやっぱり１０％弱か、それぐらいしかまだあ

りませんので、その部分の尾鷲の何とかという気持ちのある方をふやしていただい

て、それを健全な形でやっていくということが理想かなと思いますので、ひとつよ

ろしくお願いします。 

○加藤市長  当然、先ほど申しましたように、知人、友人、同級生等々いらっし

ゃいますので、その辺のところをきちんと精査しながら御案内したいと。いろんな

団体、尾鷲人会とか、鷲友会とか、そういったのは常に御案内はしておりますんで

すけれども、さらに拍車をかけた形の中でたくさんの方々に御協力をお願いして、

その頂戴した御案内先にきちんと御案内を差し上げてフォローアップ体制をきちん

とやっていって、少しでも多くの方々に御賛同いただけるような体制に平成３０年

度は持っていきたいと、このように考えておりますので、よろしくお願いします。 

○濵中委員  ふるさとチョイスというサイトがすごく効果的に全国的に動いてお

ることは皆さん御存じやと思うんですけれども、この中で紹介されている目的別の

ものが尾鷲市にはないんですけれども、これからはそういった一つこれに力を入れ

たいというようなものをピックアップするような形は市長は考えていませんか。 

○加藤市長  きのうも午前中、朝、ふるさと納税のテレビを見ていたり、いろい

ろふるさと納税については本当にどう対応していくかということを私もいろいろ考

えているわけなんですけれども、確かに目的的なそういうものが非常に今現在少な

いです。しかし、やっぱりこれからの傾向としてそういうものが多くなるんじゃな

いかと。例えば、この前、内山議員が御質問されました、例えば中村公園をセント
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ラルシティーにやるために皆さん方の募金をお願いしよう、例えばの話ですよ、こ

れは例えばの話ですから。そういう形の中で募金をするとか、あるいは子育てのた

めに云々とか、障害児のために云々とか、そういった目的的な募金活動というのは

今後ふえると思いますので、もっともっと中身を、知識を豊富にしながら状況を構

えた形でスタートしていきたいと。今現状では、先ほど申しましたように、返礼品

のあるそういったものはまだ十分に尾鷲市としてはできておりませんので、これを

まずどんどんどんどん推し進めていきながら、目的的なそういう募金活動というも

のをやるべきだと私は思っておりますので。 

○奥田委員  ぜひこの辺のところを積極的にやっていただきたいと思いますけど、

ただ、マスコミが二、三年前はばんばんばんばんこういうのをやって、だから、ブ

ーム的にはちょっと下がっているのかなという感じはするんですけど、認知はされ

てきていますので、今後ぜひどんどん進めてほしいと思うんですけど、課長にお伺

いしたいんですけど、今、争奪戦みたいな形で各市町が力を入れて返礼品もやって

いる状況の中で、逆に尾鷲の人がほかの市町にふるさと納税をするというのもある

のかなと思ったりするんですけど、もし認識されているなら件数を教えてほしいん

ですけど。 

○吉沢税務課長  ちょっと詳しい数字は、２８年の課税状況調べというのがある

んですけど、手元に詳しい資料が今手元によう探せんのですけど、二、三百万、寄

附をされておったという記憶があります。ただ、これについては交付税措置を尾鷲

市は受けていますので、７割５分は交付税がふえると計算上はなっておりまして、

仮に３００万減ったとしても、その２５％が全体的なお金が減るというような形に

はなる。それがダイレクトにきくと、事実論では。不交付団体だと取られたら取ら

れただけという話になるんですけど、以上です。 

○三鬼（和）委員  前回、議長をした１０年ぐらい前ですけど、まだふるさと納

税じゃないときにヤーヤ便のＰＲということで東京おわせ会でお願いせよというこ

とでしたことがあるんですけど、それと、市長が尾鷲の同窓会を出られておるもん

で、多分にまだその辺というのか、開拓といったらあれなんですけど、お願いの余

地というのはかなりあるように思うので、やっぱりふるさとを応援してほしいとい

う意味で小さいことからでもいいと思うので、その辺はまだまだお願いしていただ

いて、たまたま税務課が担当していますけど、市長公室であったりとか、同窓会に

ついてはどこが、秘書のほうが一緒に行かれるのかどうかはわかりませんけど、そ

の辺は庁内で連携をとって取り組み体制を強化されたらいいのではないかと思うん
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ですけど、その辺、どうですか。 

○加藤市長  今年度につきましては、それぞれの尾鷲人会、あるいは鷲友会、こ

ういった形で私が出席した場合、あるいは副市長が出席した、あるいは市長公室長

が出席したというような、そういうケースがあるんですけれども、それについては

常にふるさと納税の皆さん方への御協力ということについてはお願いしております。

ただ、お願いするだけでは当然リターンがあるとか、その辺のところをどうやって

プッシュしていくかと。団体関係についてはほぼ網羅しているんじゃないかなと思

うんですけれども、やはり大きなのは尾鷲出身の方が都会だけじゃなしによそにい

て、尾鷲市外にいた人たちにどれだけの協力をしていただくかと、そういうキャン

ペーンというのは絶対起こさなきゃならないと。そのためにもやはり市役所職員を

初め、議会の皆様方、あるいは尾鷲市の団体の皆様方、強いて上げれば市民の皆様

方全員に御協力いただけるような体制のもとでふるさと納税のキャンペーンという

のを今尾鷲市ではやっているということを全ての方々、関係のある方々に御案内を

出したいと、そういう思いがあるわけなんです。そういった形の中でどれだけの回

収率があるのかということもある程度もくろみながら一つの目標というものをつく

って、今プロジェクトの具体的な計画を出させている最中でございますので、その

辺のところを十分加味した上できちんと御提案できるような形にしていきたいと、

このように思っております。 

○三鬼（和）委員  多分にしていただいておる中ではまだまだ、先ほども尾鷲出

身の方の話が出ておりましたように、かなりその辺は裾野を広げられるんじゃない

かなと、お互いの努力で。あと、観光物産協会がヤーヤ便とかに力を入れてくれて

おりまして、その辺はこの結果でも一番多いというのが出ておるんですけど、反対

に、小さな店の品物同士を組み合わせるというのか、そういったのがもっとわかり

やすいように市としても商店街であるとか観光物産協会と組んで外にアピールして

いくという内部の取り組みも大事かなと思うんですけど、その辺も強化していただ

きたいなと思うんですけど。 

○加藤市長  当然、最終的には（聴取不能）、一方では尾鷲の特産物、特産品を

発信しながら、それについて認識をしていただきたいという別の目的もあるわけな

んですね。そういうことも含めて、当然のことながら、いろんな関係先とタッグを

組ながら、そういう企画といいますか、要するにカタログをつくるための企画とか、

そういったものも商工会議所、あるいはいろんなところも含めていろんなことで協

議はしていきたいと思っております。 
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○三鬼（和）委員  ふるさとの企業版というんですか、そういったのを全国では

取り組まれておるところもあるようなんですけど、今まででしたら中電さんである

とか、外からも企業も進出して子会社で養殖関係をやられたりとか、いろいろある

んですけど、尾鷲に関連のある会社もまあまああるとは思うんですけど、そういっ

たところの取り組みについては今後どうお考えなんですか。 

○加藤市長  実を言いますと、企業版をいかにして取り込みながら企業版を生か

してそういう企業に寄附を募るかということを今勉強している最中なんです。ただ、

手続等、非常に難関を突破しなきゃならないというケースがありますんですけれど

も、当然その辺のところ、あくまでも今回のあれはふるさと納税を増強するという

ことでございますので、先ほども申し上げましたように、目的的なものもあるし、

あるいは返礼品的なものもあるし、企業との取り組みというのもあるし、あらゆる

手段を検討していきながら、できるところからどんどんどんどん平成３０年度から

やっていきたいと思います。 

 先ほどのことで一つ追加なんですけど、こういうケースがあるということをちょ

っと御報告したいんですけれども、私の先輩が今７５歳です。７５歳になると年金

生活やと市民税を払っていないと。税金を払っていないと。でも、うちの息子は四

十幾つで娘が幾つだから、この娘と息子のほうへ紹介しようといただきました。そ

のときにその人の娘さん、息子さんを紹介してこちらからお手紙を差し上げてやっ

てきた。そのリターンが今のところ２件来ていると。こういうケースがあるので、

申し上げたいのは友達の友達はまたその友達ということでネットワークをふやして

いきたいと、このように考えております。 

○村田委員  るる努力をされておるということで、ぜひ頑張っていただきたいな

と思うんですが、ここでちょっと外れるかもしれませんけれども、一つの試みとし

て、今、返礼品の話がありましたね。返礼品ということは今主流にやっておるわけ

なんですが、尾鷲市の、先ほど言葉がありましたけれども、いわゆる特色、特産物

ですね。こういったものも生かしてはどうかという話もありまして、私は常々、全

国でほかにもやっておるところがあるかもわかりませんけれども、当然、尾鷲市も

このことを考えておるのかなと思いますけれども、例えば返礼品として食べ物を返

礼する、それとともに、尾鷲市に来ていただいて、いわゆる保養、それから、別荘

地のようなもの、これ、上げれば切りがないんですけれども、古民家ですね。今、

空き家対策としていろいろ言われておりますけれども、古民家等を改造したり、そ

れから、尾鷲ヒノキをふんだんに使った家で２泊、３泊滞在をしていただくと、保
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養のために。そういうことも一つの考え方として取り入れていってはどうかなと。 

 それと、企業版という話がありましたけれども、尾鷲市に１泊宿泊をしていただ

いて、古民家で研修をしていただくとか、そういった取り組みをやってもらえばさ

らに幅が広がるのかなとは思いますけれども、いろいろ人的な問題もありまして難

しい面もあるかもわかりませんけれども、私はそう思いますので、ぜひ市長にもそ

ういったことをお考えいただければなという気持ちで今申し上げておるんですが、

いかがでしょうか。 

○加藤市長  古民家とか別荘、一方で１泊２日でこういうものをお食事していた

だきながらゆっくりしてくださいと、そういうメニューはあるんですけれども、こ

の話は非常に重要な話だと思っております。この辺のところは昨日のテレビでもそ

ういうことを活用しながらふるさと納税に協力していただいたということで、いろ

んなメニューがあると思いますので、全てのメニューについて検討は絶対しなきゃ

ならないと思いますので、そういうことも含めまして、さっき村田委員がおっしゃ

っているような古民家とか、あるいは別荘、あるいは尾鷲ヒノキを使った要するに

癒やしというようなことも含めてあらゆる手段を検討しながら宣伝していきたいと、

このように思っておりますので、よろしくお願いします。 

○村田委員  ぜひお願いしたいと思いますし、それから、これはまたとっぴなこ

とで笑われるかもわかりませんけれども、例えば先ほど尾鷲市の市有地の貸し出し

をしておった問題がありましたね。それにちょっと絡むんですが、いわゆる尾鷲市

の中でも市有地として有効利用されていない土地というのがあるんですね。場所に

もよりますけれども、ですから、お年を召されて今後年金生活、あるいはゆっくり

暮らしたいんだというような方には尾鷲市の市有地も提供といいますか、格安でお

分けをするというような、そういった取り組みもあわせて側面的に考えていけばと

思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○加藤市長  Ｕターン化というような、そういう話も非常に重要な話ですので、

それも含めてこういう形の中でどういう形で進められるのかということも全て前向

きに検討したいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  他にございますか。 

○楠委員  このふるさと納税についてはさきの総務省の野田大臣がコメントを出

しているのがありまして、３割に規制したために特定財源に活用した場合は改めて

交付対象にしていきたいという情報もあるので、担当課のほうでよくアンテナを立

ち上げて国のほうの動向を見て、場合によっては地域まちづくり協議会とか、そう
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いうものを立ち上げるとそちらのほうにもお金が出るようなシステムを今考えてい

るみたいなので、詳細までは出ていないですけど、よく検討してもらったほうがい

いかなというふうに思います。 

 以上です。 

○吉沢税務課長  どうもありがとうございます。野田さんになってからいろいろ

方針変更等はるる聞いておったんですけど、今、楠委員さんがおっしゃった点につ

いてはまだ聞いていないような段階でしたもので、十分有効にできるように情報収

集だけは綿密に努めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  他になければ、これで税務課の補正予算の審査を終了いた

します。御苦労さんです。 

（休憩 午前１１時２９分） 

 

（再開 午前１１時３３分） 

○三鬼（孝）委員長  再開いたします。 

 それでは、市民サービス課に係る補正予算（第４号）の議決についての説明を求

めたいと思います。 

 その前に、先ほど市長公室の審査の際に濵中委員からふれあいバス八鬼山線及び

ハラソ線の最大の乗車人数の資料が届きまして、タブレットに入っておりますので、

後で確認してください。 

 以上です。 

 それでは、市民サービス課長、説明を求めます。 

○内山市民サービス課長  市民サービス課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の議

決についてのうち市民サービス課に係るものについて、平成２９年度尾鷲市一般会

計補正予算書及び予算説明書に従い御説明をいたします。 

 補正予算書の１２、１３ページをごらんください。歳入から説明をさせていただ

きます。 

 １３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、補正前の額８億３

８２万６,０００円に対し２２３万９,０００円を増額補正し、計８億６０６万５,

０００円とするものです。市民サービス課所管分といたしましては、１節社会福祉

費負担金、国保基盤安定負担金７０万９,０００円の減額分でございます。これは
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政令により義務化されている一般会計から国保会計への保険税軽減対象となった被

保険者数に応じた算定額の繰入金に対する国庫負担金であり、負担割合は２分の１

となっております。 

 次に、１３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、補正前の額

１,４６１万７,０００円に対し２１９万９,０００円を増額補正し、１,６８１万６,

０００円とするものです。１節総務費国庫補助金、社会保障・税番号制度システム

整備費補助金２１９万９,０００円につきましては、マイナンバー等の記載事項の

充実に係る総合住民システム改修費として国から１０分の１０で歳入をするもので

ございます。詳細につきましては、歳出の部分で説明をさせていただきます。 

 次に、１４款県支出金、１項県負担金、２目民生費県負担金、補正前の額３億４,

５２５万１,０００円に対し２４１万７,０００円を減額補正し、３億４,２８３万

４,０００円とするものです。市民サービス課所管分といたしましては、１節社会

福祉費負担金、国保基盤安定負担金２８４万８,０００円の減額分です。これは政

令により義務化されている一般会計から国保会計への保険税軽減相当額等の繰入金

に対する県負担金であり、負担割合につきましては、保険者支援分としましては対

象事業費の４分の１、保険税軽減分としては４分の３となっております。 

 続きまして、補正予算書２０、２１ページをごらんください。歳出について説明

をさせていただきます。 

 ２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、補正前の額３,

０８０万５,０００円に対しまして１,５１０万２,０００円を増額補正し、４,５９

０万７,０００円とするものです。財源内訳は国庫支出金２１９万９,０００円、一

般財源が１,２９０万３,０００円です。 

 次ページ、２２、２３ページをごらんください。 

 戸籍住民基本台帳経費では１３節委託料２２０万円の増額で、総合住民情報シス

テム改修業務委託料です。ここで資料を通知させていただきます。市民サービス課

資料１ページをごらんください。 

 一番下の段なんですが、今回の補正予算２２０万円の業務内容につきましては、

平成２９年度４月２４日以前に総務省から示された事務連絡の内容と平成２９年６

月１４日に地方公共団体情報システム機構、Ｊ―ＬＩＳから示された既存住基シス

テム改造仕様書（暫定版）により本市の住基システムの改修を行うものでございま

す。 

 ２ページをごらんください。 
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 マイナンバーカード等の記載事項の充実としまして、概要としましては、政府は

誰もが活躍できる一億総活躍社会をつくるための大きな目標である希望出生率１.

８％の実現に向け、女性活躍を中核と位置づけ取り組むこととしております。その

ため、女性一人一人がみずからの希望に応じて活躍できる社会づくりが重要となり

ます。具体的な取り組みとして、希望する者に係るマイナンバーカード等への旧姓

の併記等を可能とするよう関係法令の改正を行うとともに、システム改修、カード

管理システム等の全国システムの改修や１,７４１市区町村の既存住基システムの

改修等を行うものでございます。右の下の段にありますマイナンバーカードの氏名

欄の横に希望者のみ旧姓を併記するような仕様に改修を行うものでございます。 

 マイナンバーカードの説明については以上でございます。 

 次に、補正予算書６、７ページをごらんください。 

 第２表、債務負担行為補正でございます。市民サービス課所管分としましては上

から９番目、須賀利センターほか９館浄化槽保守点検・清掃業務委託、期間を平成

３０年度から３２年度までとし、限度額を４７４万１,０００円とするものです。

次の集会所７カ所浄化槽保守点検・清掃業務委託、これにつきましても期間は平成

３０年度から３２年度までとし、限度額を９７万５,０００円とするものでござい

ます。 

 以上で平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の市民サービス課分の説

明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  市民サービス課に係る補正予算（第４号）の説明が終わり

ました。これに対する御質疑をお願いいたします。 

○仲委員  マイナンバーカードの普及率というのか、今現在どの程度ですか。 

○内山市民サービス課長  全国のを通じて県から示されておる数字ですが、１１

月末現在、全国で１２.７７％、三重県の申請率が１０.２５％です。ちなみに尾鷲

市は１１月末現在６.５５％、１,２３０名の方に交付をしておる状況でございます。 

 以上です。 

○仲委員  今回の改正で旧姓が明記されるということで、多分少ないと思うんで

すけど、新たに旧姓を入れたいということで申請があった場合、カードの手数料等

はどうなりますか。 

○内山市民サービス課長  この旧姓表記につきましてはまだスタート時期が決ま

っておりません。３０年度のいつからというのが決まっていなくて、それに合わせ

て今年度中に基本の部分だけのシステムの改修を行うというものでございます。ま
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だ制度がはっきり確定しておりませんので、再発行にかかる費用とか、その辺につ

いてもまだ明確なものは出ておりません。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○野田副委員長  ６ページの須賀利センターほか９館浄化槽保守点検・清掃業務

委託という部分、こういうところなんですけれども、これだけじゃなくて、清掃業

務の委託という部分については建設課の人にも前回聞いたと思うんですけれども、

どのような形で清掃のマニュアルというか、清掃活動というんですか、どのような

形で把握しているのかなと思いまして。 

○内山市民サービス課長  ここで示されておる浄化槽の清掃・保守点検というの

は、浄化槽の槽の、トイレの表面清掃ではなしに、浄化槽法にのっとった保守点検

を行うものでございます。それに関しては毎回報告書という形で担当課のほうへ報

告がございます。 

○三鬼（孝）委員長  他になければ、次に議案第５８号、議案第５９号の……。 

○奥田委員  ちょっといいですか。この前、生活文教常任委員会の中で斎場の指

定管理の話をされていましたけど、その債務負担行為は上げているんでしたか、３

０年度は。９月補正で上げているのか。それをまた３月で補正するという話があり

ませんでしたっけ。 

○内山市民サービス課長  斎場の債務負担行為につきましては９月議会で限度額

をお認めいただいております。今回プロポーザルを行って、業者からの提案額が限

度額を下回ったことによる減額補正を３月に行うという説明でございます。 

○奥田委員  ２８０万ぐらいでしたか、９月に上げたけれども、それを３月の補

正のときに債務負担行為、その金額を減額するということね。わかりました。 

○三鬼（孝）委員長  それでは、議案第５８号、５９号の御説明を願います。 

○内山市民サービス課長  それでは、議案第５８号、平成２９年度尾鷲市国民健

康保険事業特別会計補正予算（第２号）の議決について御説明を申し上げます。 

 補正予算書６１ページをごらんください。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,４１０万円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１億１,３１６万２,０００円とするものです。 

 ６８、６９ページをごらんください。歳入から説明をさせていただきます。 

 ８款１項１目繰入金、補正前の額２億３,３１１万９,０００円に対し１,２８８

万６,０００円を減額補正し、２億２,０２３万３,０００円とするものです。１節
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保険基盤安定繰入金４７４万２,０００円の減額、２節職員給与費等繰入金７１７

万９,０００円の減額、４節財政安定化支援事業繰入金９６万５,０００円の減額は、

各見込みを下回ったことによる一般会計からの繰入金の減額でございます。 

 ８款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補正前の額７,８９４

万４,０００円に対し２,６９８万６,０００円を増額補正し、１億５９３万円とす

るものです。１節財政調整基金繰入金２,６９８万６,０００円の増額は、今回の補

正財源として財政調整基金から繰り入れを行うものでございます。 

 続きまして、補正予算書７２、７３ページをごらんください。歳出について説明

をさせていただきます。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、２目退職分療養給付費等、補正前の額３,４１

２万７,０００円に対し１,１２１万４,０００円を増額補正し、４,５３４万１,０

００円とするものです。財源内訳は全て一般財源です。１９節負担金、補助及び交

付金１,１２１万４,０００円の増額は、退職被保険者の療養給付費の増によるもの

でございます。 

 ３目一般分療養費、補正前の額１,１７６万８,０００円に対し１６６万６,００

０円を増額補正し、１,３４３万４,０００円とするものです。財源内訳は全て一般

財源です。１９節負担金、補助及び交付金１６６万６,０００円の増額は、一般被

保険者の療養費の増によるものでございます。 

 ２款保険給付費、２項高額療養費、１目一般分高額療養費、補正前の額２億１,

７９２万９,０００円に対し５５３万９,０００円を増額補正し、２億２,３４６万

８,０００円とするものです。財源内訳は全て一般財源です。１９節負担金、補助

及び交付金５５３万９,０００円の増額は、一般被保険者の高額療養費の増による

ものでございます。 

 ２目退職分高額療養費、補正前の額６４６万９,０００円に対し３４６万３,００

０円を増額補正し、９９３万２,０００円とするものです。財源内訳は全て一般財

源です。１９節負担金、補助及び交付金３４６万３,０００円の増額は、退職被保

険者の高額療養費の増によるものでございます。 

 ６款介護納付金、１項介護納付金、１目一般分介護納付金、補正前の額１億４７

３万２,０００円に対し１００万６,０００円を減額補正し、１億３７２万６,００

０円とするものです。財源は全て一般財源です。１９節負担金、補助及び交付金１

００万６,０００円の減額は、見込み額を下回る内示があったことにより減額を行

うものでございます。 
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 次ページをごらんください。 

 ９款諸支出金につきましては、税務課長から説明を申し上げます。 

○吉沢税務課長  ９款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目一般分保険税

還付金の５０万円の増額は、国の提供する保険税積算システムについて一部算定誤

りがあることが判明し、過去の国保税について償還金が発生することによりまして

償還金の不足額を補正計上するものであります。 

 以上であります。 

○内山市民サービス課長  以上が平成２９年度国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）の説明でございます。 

 それでは、続けて、議案第５９号、平成２９年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第２号）の議決について御説明を申し上げます。 

 補正予算書７７ページをごらんください。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２８万５,０００円を増額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億２,８３５万２,０００円とするものです。 

 ８４、８５ページをごらんください。歳入から説明をさせていただきます。 

 ２款１項１目繰入金、補正前の額４億１,８６１万５,０００円に対し８万５,０

００円を増額補正し、４億１,８７０万円とするものです。これは今回の補正財源

として一般会計から繰り入れを行うものでございます。 

 ３款諸収入につきましては、税務課長から説明を申し上げます。 

○吉沢税務課長  ３款諸収入、２項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金及

び還付加算金１００万円のところ２０万補正計上し１２０万とするものにつきまし

ては、歳出のほうで先ほど申し上げた国保税と同じく、後期高齢者医療保険料の国

の提供する保険料算定システムについて一部算定誤りがあることが判明したことに

よりまして後期広域連合から収入される金額であります。 

 以上であります。 

○内山市民サービス課長  続きまして、補正予算書８６、８７ページをごらんく

ださい。歳出について説明をさせていただきます。 

 ３款諸支出金につきましては、税務課長から説明を申し上げます。 

○吉沢税務課長  重複いたしますが、先ほど申し上げたとおり、３款諸支出金、

１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金及び還付加算金２０万円の補正増に

つきましては、国の提供している保険料算定システムについて一部算定誤りがある

ことが判明し、過去の保険料について償還金が発生することから、その不足額を補
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正計上するものであります。 

 以上であります。 

○内山市民サービス課長  以上で平成２９年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第２号）の説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○三鬼（孝）委員長  議案５８号、議案５９号の補正予算の説明がありました。

これに対する御質疑がありましたら御発言願います。 

○三鬼（和）委員  先ほど、還付額の追加をしておるわね、二つの会計で。これ

はいつわかったんですか。具体的にはどういうことの還付だったんですか。 

○吉沢税務課長  この議会前に金額等詳細がやっと判明しまして補正計上するに

至りました。それまで算定誤りがある、設計誤りがあるという情報は得ておったん

ですけれども、具体的にどの程度の還付金が発生するかについてはこの補正計上の

締め切り前に判明しましたので、今回計上させていただいたような次第です。 

○三鬼（和）委員  もう少し具体的に、何年度分のということを説明ください。 

○吉沢税務課長  国民健康保険のほうから申し上げます。国民健康保険のほうは

減額される方も増額される方もそれぞれおります。国保税については課税年度が平

成２４年度から平成２８年度までの方、１１件の方につきまして４７万７,３００

円減額となります。それから、反面、増額される方も１３名おります。この方につ

いては平成２６年から２８年度分まで１３名の方が該当し、増額する額は３２万２,

４００円という形になっています。この相殺で還付金がふえたような形に国保はな

っております。 

 後期高齢者医療保険料のほうは表がないもので説明しづらいんですけど、年度の

ほうが平成２０年度から平成２７年度まで、償還金額が１８万３,８２１円、還付

加算金が１万７,６００円、合計して２０万１,４２１円、件数は１０件であります、

後期高齢者医療保険料のほうの明細は。 

 以上です。 

○三鬼（和）委員  ちなみに、平成２４年度からと２０年度からということなの

で、どういうことでわかったんですか。今回修正するに当たってかなり古い年度か

ら間違うておったということなんですけど、どういう経緯でわかって、その方々に

はきちっと通知されておるんですか。どうなんですか。 

○吉沢税務課長  このシステムの誤りにつきましては、具体的に言いますと、軽

減の判定の部分で一部設計上の誤りみたいな形が国のほうがデータというんですか、

資料の提供を各業者にするんですけれども、それが間違っていたというのが１年ほ
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ど前から出ておって、具体的にどの程度影響があるかるる試算をした結果、このよ

うな次第になって金額とかが判明したと。個々人の方については尾鷲市に該当する

方についてはこうこうこういう経緯でということで通知は一旦しております。 

 以上です。 

○三鬼（和）委員  あくまで国の算出というか、それの中で間違うたということ

で、市としては国の方針どおりやっておったけど、こういった差額が出てきたと理

解したらいいですか。 

○吉沢税務課長  おっしゃるとおりです。 

○小川委員  補正予算書の６５ページのところなんですけど、国保の部分でお聞

きします。保険者の負担軽減のためにいろんな交付金があると思うんですけど、療

養給付費交付金とか、また、共同事業交付金とか、今度、３０年度から県に国保が

移管されるということで、この歳入の部分でこの中で入ってこなくなる部分とか、

どのぐらい減るのか、金額的にトータルで。それはどうなんでしょうか。 

○小川市民サービス課係長  ６５ページの歳入の総括表でいきますと、３款の療

養給付費等交付金につきましては県に一括で入ることになります。４款前期高齢者

交付金につきましても県のほうに一括で入ることになります。県支出金につきまし

ては中身ががらっと変わってしまいますので、県からの補助金、交付金については

もちろん市に入る部分があります。６款の共同事業交付金につきましても、これも

もう事業自体がなくなりますので６款の歳入自体もなくなってしまいます。大きく

言うと、３款、４款、６款が県に入ったり、県に直接歳入されたり、あと、事業自

体がなくなるということで交付がなくなるというような形になります。追加でもち

ろんふえる部分もあるんですけど、それは県支出金の中で細かく分かれてふえる部

分になります。 

 以上です。 

○小川委員  詳しい聞かなわからんみたいでそれぐらいにしておきますけど、あ

と、一般質問のときに市長がお答えになったんですけど、重症化予防とか、保健指

導をした場合に保険者努力支援制度ですか、交付金に増額されるというのがあった

んですけど、それはどの部分に、交付金で一括で来るんですか。どうやって入って

くるんですか。 

○小川市民サービス課係長  保険者努力支援制度分につきましては、市町向け分

というのと県向けというのがあります。市町向けの部分につきましては、県支出金

の中で県から特別交付金という形で保険者努力支援制度分ということで歳入される
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ことになります。県向けの保険者努力支援制度分につきましては、県のほうに国か

ら直接歳入されるんですけれども、それは県のほうに歳入されて、その後、市の歳

入には入ってはこないんですが、市の納付金を算定するときに納付金から差し引か

れて、その後の金額が市に納付金として請求されるような形になりますので、保険

者努力支援制度分についてはそういう流れになります。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  済みません、会議が１２時を過ぎると思いますけど、続行

いたします。 

 正午ですので中断いたします。 

（休憩 午前１１時５９分） 

 

（再開 午後 ０時００分） 

○三鬼（孝）委員長  再開します。 

○小川委員  確認のためなんですけど、重症化予防とか、医療費の適正化に向け

た事業をやると交付金が増額してもらえるということなんですよね。確認なんです

けど。 

○小川市民サービス課係長  今小川委員さんが言われたとおり、市が保険者努力

支援制度の中の評価指標にいろいろ保健事業の絡みの評価指標とかいろいろあるん

ですけど、重症化予防とか保健事業に取り組むことによって交付金がふえるという

ことは間違いないと思います。全部指標化されていまして点数化されています。こ

れをすることによって何点という評価があるんですが、それをもとに国全体で案分

されてきます。交付金が算定されるという形になりますので、頑張ればその分交付

金はふえる見込みです。 

○濵中委員  今の関連なんですけれども、努力目標のところをきちっと数値化さ

せて現状分と目標値というのを定めていただいて、それをぜひお示ししていただき

たいなと思うんです。それぞれ項目も多いですし、だけど、市民の方たちにきっち

りと理解をしていただいて、市民の方たちに努力を協力いただくという部分に関し

ましては、私たちもどこまでを伸ばすべきものなのかということを知った上で市民

の方たちにお話をするというあたりも欲しいので、そのあたり、努力目標の数値、

明らかにしていただきたいと思います。 

○内山市民サービス課長  もちろん濵中委員が言われるように、このことにつき

ましては市民の皆様の御協力が不可欠でございますので、また広報等を通じてわか



－３３－ 

りやすい形でＰＲをさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○奥田委員  １点だけ教えてください。国保なんですけど、純粋な預貯金と言わ

れている財政調整基金、今回も２,７００万弱取り崩しということなんですが、残

高はどのぐらいあるのかということと、３０年度、県に一元化ということで広域で

やるわけなんですが、この財調がどういうふうになるのか、全部県のほうに移管す

るのかとか、その辺のところを教えてください。 

○内山市民サービス課長  奥田委員の質問の財政調整基金なんですが、今回２,６

９８万６,０００円を取り崩して残高が１億１４１万３,０００円、補正後の残高が

ございます。それと、各市町の持っておる基金でございますが、制度が県へ移管さ

れても各市町の持っている財政調整基金につきましては各市町の判断ということに

なっておりますので、県に一元化されるというようなことはございません。 

○奥田委員  判断というのがちょっとよく、どういうふうなことなんですか。 

○内山市民サービス課長  判断といいますか、財調を各市町がどのぐらい必要か

どうかというのは各市町で決めてくださいと。県で幾らまで財調を持つ必要があり

ますとかという指導はないと。各市町の判断、各市町の扱いという形で基金は考え

てくれというふうに、今現在。 

○奥田委員  尾鷲市の国保の個々人の負担する保険料とかの兼ね合いとか、そう

いうので市の判断でできるということなんですか、ある程度財調を使ったりと。 

○内山市民サービス課長  これまでも基金を取り崩したり積み直したりしながら

国保の運営は行っています。基本的には国保加入者の皆様からいただいた国保税が

原資ですので、国保の事業なり、そういう税率のほうへ反映させていくものだと考

えております。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで市民課に係る補正予算の審議は終了いた

します。 

 午後は１時１５分から再開いたします。 

（休憩 午後 ０時０５分） 

 

（再開 午後 １時１５分） 
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○三鬼（孝）委員長  午前中に引き続き予算決算常任委員会を再開いたします。 

 それでは、福祉保健課に係る補正予算（第４号）の議決についての御説明を求め

ます。 

○三鬼福祉保健課長  よろしくお願いいたします。 

 では、議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）のうち福

祉保健課に係る予算について御説明いたします。 

 まず、補正予算書の６ページをごらん願います。通知いたします。 

 債務負担行為補正として、ページの中ほど、林町会館浄化槽保守点検・清掃業務

委託は平成３０年度から３２年度まで、２２万４,０００円を追加補正するもので

ございます。 

 続きまして、補正予算書１２、１３ページ、通知させていただきます。 

 歳入として、１１款分担金及び負担金、１項負担金、２目衛生費負担金、補正前

の額１,９２１万３,０００円に対し２２万円を増額し、１,９４３万３,０００円と

するものでございます。１節保健費負担金２２万円の増額は未熟児養育医療費自己

負担金で、対象となる児童、またはその期間がふえたことによる増でございます。 

 １３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、補正前の額８億３

８２万６,０００円に対し２２３万９,０００円を増額し、８億６０６万５,０００

円とするものであります。１節社会福祉費負担金の福祉保健課分は特別障害者手当

等給付費負担金３７万５,０００円及び障害児施設措置費国庫負担金５７万７,００

０円の増で、受給者及び利用者の増によるものでございます。２節児童福祉費負担

金３１万４,０００円の増は児童手当国庫負担金で、受給者数の増によるものでご

ざいます。３節生活保護費負担金１６８万２,０００円の増は生活扶助費等国庫負

担金で、救護施設入所者の増によるものでございます。 

 ２項国庫負担金、３目衛生費国庫補助金、補正前の額７４８万円に対し４６万５,

０００円を増額し７９４万５,０００円とするもので、１節保健費補助金４６万５,

０００円の増は未熟児養育医療費助成事業補助金で、対象者及び対象期間の増によ

るものでございます。 

 続いて、１４款県支出金、１項県負担金、２目民生費県負担金、補正前の額３億

４,５２５万１,０００円に対し２４１万７,０００円を減額補正し、３億４,２８３

万４,０００円とするものでございます。１節社会福祉費負担金の福祉保健課分は

三重県障害児通所給付費等負担金２８万８,０００円の増で、利用者の増によるも

のでございます。２節児童福祉費負担金１４万３,０００円の増は児童手当県費負
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担金で、受給者数の増によるものでございます。 

 続いて、１４ページ、１５ページをごらんいただきます。 

 ２項県補助金、３目衛生費県補助金、補正前の額１,２３１万６,０００円に対し

９１万円を減額補正し、１,１４０万６,０００円とするものであります。そのうち

福祉保健課分は１節保健費補助金２３万２,０００円の増で、未熟児養育医療費助

成事業補助金で対象者及び対象期間の増によるものでございます。 

 １９款諸収入、５項雑入、１目雑入、補正前の額５,２４６万２,０００円に対し

２,５０５万８,０００円を増額補正し７,７５２万円とするもので、うち福祉保健

課分は３節民生費雑入、紀北広域連合負担金前年度精算金２,３４９万４,０００円

でございます。 

 続きまして、歳出を御説明いたします。２４ページ、２５ページをごらんいただ

きます。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、補正前の額９億２,７４１

万５,０００円に対し８７７万８,０００円を減額補正し９億１,８６３万７,０００

円とするもので、財源は一般財源です。うち福祉保健課分は１９節負担金、補助及

び交付金４２５万２,０００円、紀北広域連合分担金の増でございます。続いて、

２０節扶助費２０万円は、さきの台風２１号、２２号の浸水被災世帯に対する災害

見舞金１０世帯分を計上してございます。 

 ２目障害者福祉費、補正前の額９,３１９万円に対し６１万６,０００円を増額補

正し９,３８０万６,０００円とするもので、財源は国庫負担金及び一般財源です。

２０節扶助費５０万１,０００円は特別障害者手当等給付費で、対象者がふえたこ

とによる増でございます。 

 ２６、２７ページをごらんいただきます。 

 在宅援護事業の居宅介護事業費１１万５,０００円は利用回数の増によるもので

ございます。 

 ３目自立支援給付事業、補正前の額３億６,７０１万円に対し１１５万７,０００

円を増額補正し、３億６,８１６万７,０００円とするものです。財源は国庫支出金

及び一般財源です。２０節扶助費、放課後デイサービス給付費及び児童発達支援事

業費の増は、利用者や利用回数の増による増でございます。 

 ８目介護保険費、補正前の額３,３８４万２,０００円に対し４７１万７,０００

円を増額補正し３,８５５万９,０００円とするもので、財源は一般財源です。２３

節償還金利子及び割引料４７１万７,０００円は、地域支援事業における前年度精
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算金でございます。 

 続いて、２８、２９ページをごらんいただきます。 

 ２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、補正前の額３億３,８９０万５,０００円

に対し８９万２,０００円を増額補正し３億３,９７９万７,０００円とするもので、

財源は一般財源です。１３節委託料６４万９,０００円の増は放課後児童クラブ運

営委託料の増でございます。 

 ２目児童措置費、補正前の額７億４,０１６万９,０００円に対し６０万円を増額

補正し７億４,０７６万９,０００円とするもので、財源は国県支出金及び一般財源

です。２０節扶助費６０万円の増は児童手当受給者数の増によるものであります。 

 ３項生活保護費、３目生活保護施設事務費、補正前の額３６０万円に対し２２４

万３,０００円を増額補正し５８４万３,０００円とするもので、財源は国庫負担金

及び一般財源です。 

 続いて、３０、３１ページをお願いいたします。 

 １９節負担金、補助及び交付金２２４万３,０００円の増は救護施設委託事務費

負担金で、入所者がふえたことによるものでございます。 

 ４款衛生費、１項保健費、１目保健総務費、補正前の額４,１２９万５,０００円

に対し１１５万２,０００円を増額補正し４,２４４万７,０００円とするもので、

財源は国県支出金及び一般財源です。２０節扶助費１１５万２,０００円の増は、

未熟児養育医療費助成金の対象者となる児童及び対象期間の増によるものでござい

ます。 

 以上で平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の説明といたします。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  ただいま福祉保健課長から一般会計補正予算（第４号）の

議決についての説明がございました。御質疑のある方は御発言願います。 

○三鬼（和）委員  ２８ページ、２９ページの放課後児童健全育成事業の委託料

の増加については、委託料が増加になったということが今説明があったんですけど、

もう少し詳しく、どういった理由でこの時点で増加になったということと、それと、

次ページの未熟児養育医療費助成事業なんですけど、これもまた当初からどう変わ

ってというか、どう実績がなってということを詳しくもう少し御説明ください。 

○三鬼福祉保健課長  ２点について御説明いたします。 

 まず、放課後児童クラブ運営委託料につきましては、クラブの利用者につきまし

ては事業委託者に対して利用料を払います。それが基本月額１万円の利用料金なの
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ですが、それにつきまして２人目、兄弟入所ですと半額になったり、児童扶養手当

受給者、主に母子家庭、父子家庭の方でしたら７,０００円に減額されたり、２人

目ですと３,５００円に減額されたりするものを市が補塡する委託契約になってご

ざいます。これが当初見込みに対してひとり親家庭等の入所者がふえたために委託

費用の増額をするものでございます。 

 続いて、未熟児養育医療費助成事業につきましては、これは２,０００グラム未

満で生まれた出生児に対して一定期間、医療をする必要がある場合に保護者から所

得に合わせた自己負担金をいただきますが、それ以外の医療費は補助をする仕組み

になっております。通常、２,０００グラム未満で生まれたお子様でも一、二週間

で退院されることが多いのですが、この期間につきましては１,０００グラム未満

のお子様もいらっしゃって、超未熟児のお子様もいらっしゃった関係で最長で５カ

月ほど入院された方が１件と３カ月ほど入院された方が１件ございまして、例年、

決算額は５０万円未満なのですが、ことしに限っては１６０万円相当が要るという

見込みで１１５万２,０００円の増額をさせていただいた次第です。それを含めま

しても件数としては本年度３件でございます。 

 以上です。 

○三鬼（和）委員  後の未熟児養育医療費助成事業の３件、この補正額を合わせ

て幾らに、当初は幾らだったんですか。 

 それと、もう一点は、放課後クラブについては所定の人数分ではあったけど、そ

ういった母子家庭であるとか、ひとり家庭であるとか、２人目ということが当初の

想定より多かったというように理解したらいいわけですか。 

○三鬼福祉保健課長  １点目の未熟児養育医療費につきましては、当初予算は５

０万円を計上しておりまして、今回１１５万２,０００円の増額は先ほどの要因で

ございます。 

 放課後児童クラブにつきましては、当初見込ませていただいて委託契約を結んだ

基本的な委託料は変わらずに、ひとり親世帯等がふえた等による委託料の補塡分の

みの増額補正でございます。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようでございますので、福祉保健課の補正予算の審査

を終了します。御苦労さんです。退席してください。 

（休憩 午後 １時２８分） 
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（再開 午後 １時２９分） 

○三鬼（孝）委員長  続きまして、環境課に係る一般会計補正予算（第４号）の

議決についての説明を求めます。 

○竹平環境課長  環境課でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の議

決についてのうち環境課に係る部分について、補正予算書（第４号）及び予算説明

書に基づき御説明させていただきます。 

 まず、第２表、債務負担行為について御説明いたします。６ページをごらんくだ

さい。通知させていただきます。 

 第２表、債務負担行為補正のうち環境課分といたしましては、中段にあります環

境課事務所浄化槽保守点検・清掃業務委託以下７項目でございます。環境課事務所

の浄化槽保守点検・清掃業務委託につきましては、これまで単年契約であったもの

を平成３０年度から３２年度までの３カ年契約と改め、限度額を５０万１,０００

円として債務負担行為を設定するものであります。 

 次に、指定ごみ袋保管配送業務委託につきましては、指定ごみ袋の保管及び取扱

店の配送業務として期間を平成３０年度の１年間として、限度額を１６３万６,０

００円と定めるものであります。 

 次に、清掃工場浄化槽保守点検・清掃業務委託と清掃工場電気保安管理業務委託

につきましては、期間を平成３０年度から３２年度までの３カ年とし、限度額をそ

れぞれ１８万５,０００円と１７３万２,０００円に定めるものでございます。 

 次に、資源プラスチック類保管運搬業務委託と資源プラスチック類処理業務委託

につきましても、昨年同様、４月１日からの業務を円滑に進めるため、期間を平成

３０年度の１年間として、限度額をそれぞれ２９４万９,０００円と３３７万円に

定めるものでございます。 

 最後に、廃棄物搬入受け付け・分別業務委託につきましても、期間を平成３０年

度の１年間として、限度額を１,１１６万４,０００円と定めるものでございます。

こちらにつきましては、清掃工場における平日作業員として７名、土曜日、祝祭日

の搬入受け付けに１名、第１、第３日曜日の分別業務に２名の業務委託を毎年実施

しているものであり、年度開始の４月１日から業務が行われるため、引き続き債務

負担行為として定めるものでございます。 

 次に、歳入について御説明させていただきます。予算書の１４、１５ページをご
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らんください。通知させていただきます。 

 １４款県支出金、２項県補助金、３目衛生費県補助金、２節清掃費補助金１１４

万２,０００円の減額につきましては、廃棄物運搬車両パッカー車１台の購入費が

４５２万５,２００円となったため、電源立地地域対策交付金予算額５６６万７,０

００円に対しまして１１４万２,０００円を減額するものでございます。 

 次に、１９款諸収入、５項雑入、１目雑入、４節衛生費雑入の資源化物売却収入

１２１万円の増額につきましては資料にて御説明をさせていただきます。資料の１

ページをごらんください。通知をさせていただきます。 

 資料１、資源化物売却収入でありますが、各種類別に左が平成２８年度の実績、

真ん中に今年度の当初予算額、右側に今年度の上半期９月までの実績を記載させて

いただいております。平成２８年度の実績の合計は一番下の段になりますが、１３

２万９,２６０円でありました。当初予算においては前年の実績に基づき単価と数

量を予想した中で合計金額を１１８万９,２００円としておりましたが、全ての種

別において単価が増額し、上半期の収入が既に１２７万２,２６３円となっており

ます。特に金属相場の上昇により空き缶や金属類などが５.８倍から７倍に単価が

上がっております。下半期の単価も上半期とほぼ同額になったことから年額予想売

却収入を２４０万円とし、当初予算額との差額１２１万円を増額補正するものでご

ざいます。 

 歳入については以上であります。 

 次に、歳出について御説明させていただきます。予算書３２、３３ページをごら

んください。通知させていただきます。 

 環境課の歳出予算につきましては、いずれも入札差金の額の確定による減額でご

ざいます。 

 ４款衛生費、２項清掃費、２目塵芥収集費のごみ収集費４３５万８,０００円の

減額につきましては、指定ごみ袋製造業務委託料の入札差金２４４万４,０００円

と一般廃棄物のパッカー車の入札差金１９１万４,０００円に係る減額でございま

す。なお、指定ごみ袋につきましては、今年度は４５リットル袋を５６万５ ,００

０枚、３０リットル袋を３８万枚、１５リットル袋を２３万枚作製しております。

次の資源ごみ収集費１９９万５,０００円の減額につきましては、三木里地区に設

置いたしました紙類の常設ステーション設置手数料８万８,０００円の減額と備品

購入費といたしまして常設ステーション代１２万５,６００円の減額、一般廃棄物

の収集車両の３トンリフト車の入札差金１７８万２,０００円の減額、合計１９０
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万７,０００円の減額でございます。 

 ３目塵芥処理施設費、ごみ処理費１,０６８万４,０００円の減額につきましては、

清掃工場におけるダイオキシン類測定検査業務委託料４７万５,０００円の減額ほ

か、全て記載の金額は入札差金の確定による減額でございます。 

 ３５ページ、工事請負費をごらんください。７２９万４,０００円の減額につき

ましては、１、２号バグフィルター入り口出口ダクト更新工事において６５１万７,

０００円とごみ供給クレーン部品交換整備工事に係る入札差金７７万７,８００円

の減額でございます。備品購入費２５万５,０００円の減額につきましては、平成

１０年度に購入した清掃工場車両の軽バンの買いかえによる入札差金の減額でござ

います。 

 ４款衛生費、３項環境衛生費、２目環境調査対策費の環境調査対策事業１３６万

９,０００円の減額につきましては、賀田、三木里、尾鷲局の３カ所の大気測定器

定期点検業務委託料の入札差金による減額でございます。 

 環境課に係る予算説明は以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  環境課に係る補正予算（第４号）の議決の説明が終わりま

した。これに対する御質疑がありましたら御発言願います。 

○楠委員  まず、ごみ収集費、それから、ごみ処理費、減額の桁がちょっとあれ

なので、当初予算でどういう設定でこの金額が出てきて、この段階でこれだけの減

額が出てきたのか、当初の考え方というのを教えてもらえますかね。 

○竹平環境課長  入札差金の額が大きいということでございますが、基本的に２

トンパッカー車、これで１９１万４,８００円の差額が生じております。これにつ

きましても、当初、当然のごとく、仕様をつくった中で業者見積もりをしました。

その中で業者努力、私どもではなかなか言いにくいのですが、入札することによっ

て額が下がってきたという形でございます。想定の中で当然見積もりをいただいた

中で、そこからさらに抑えてさらに安くということまではしておりませんので、や

っぱり差額としてはこれぐらいの額の差額が出ています。実は前年度においても車

両購入については額的には下がってきております。それにつきましては私どももち

ょっと下がっておるなというあたりはわかっておるんですが、なかなか見積もりは

いただいた中でさせていただいておるという形でございます。 

 あと、ごみ処理費の部分につきましては、これにつきましても全てにおいてやは

りうちの設計等々、そういったあたりも含めまして一応予算どりもしておるんです

けれども、なかなか入札になりますとそこで業者間の中で出てきておるというとこ
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ろが現状でございます。 

○楠委員  工事請負費も７２９万、これは事業をしているのか、していないのか、

わからないような金額なんですけど、どうでしょうか。 

○竹平環境課長  これにつきましては、１、２号のバグフィルター入り口出口ダ

クト更新工事ということで、現在もまだ３月までということで工事期間が長い期間

の、当初予算の金額につきましては１億２６３万７,０００円ということに対しま

して入札によって９,６１２万円という金額になっています。それで、それについ

ては６５１万７,０００円という金額が下がったということでございますが。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○上岡委員  ３５ページの委託料で大気測定機器定期点検業務委託料、詳しく説

明をお願いしたいんですけれども。 

○竹平環境課長  これにつきましては、大気環境ということで経年の変化を測定

しているものでございます。まず、二酸化硫黄と浮遊粒子状物質、窒素酸化物、風

向風速等でございますが、これらが主な計測でございますが、これにつきましては

一応賀田と三木里、尾鷲の３局で測定を毎年実施しておるというものでございます。 

 金額的なことにつきましては、４５５万４,３６０円の当初の予算に対しまして

３２４万円で入札が決定しております。差額といたしましては１３１万４,３６０

円、それ以外にテレメーター装置もございまして、そちらのほうでも５万４ ,００

０円ほどの差額が出ております。 

 以上でございます。 

○上岡委員  この点検というのは何年に１度するんですか。何年に１度とか、あ

るんですか。 

○竹平環境課長  測定の定期点検は随時行っておりますので、１年間を通じて行

っております。補足ですけれども、一応入札参加の業者につきましては４者ほどあ

ります。 

○上岡委員  前回の金額とかというのはわかりますか。 

○竹平環境課長  前年につきましては３４５万６,０００円が前年度の決定した金

額でございます。一応そこまでしか。 

○奥田委員  １点関連で教えてください。３３ページの指定ごみ袋製造業務委託

料が２４４万４,０００円減額ということで、ごみ袋の製造単価が下がっているの

かなという感じがするんですけど、ちなみに今４種類ですか。４種類ですね。製造

単価、最新のを教えてもらえますか。 
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○福屋環境課長補佐  ４５リッターの入札単価につきまして７.５２円です。３０

リッターにつきましては４.７１円です。１５リッターにつきましては３.１９円で

ございます。１０リッターはまだ古いやつを引き続き使っていますので、入札は行

っておりません。 

 以上でございます。 

○奥田委員  これは税込みですかね。 

○福屋環境課長補佐  はい、そうです。 

○奥田委員  随分安くなりましたね。４５リットルが７円５２銭ということは、

税抜きやと６円台になっておるね。最初、１７円でしたからね。１７円台だったの

で相当下がったなという感じがするんですけど、市長、どうですか。私、一般質問

でも申し上げましたけど、今４５リットルの袋が３８円なんですけど、製造単価が

税込みで７円５２銭、相当安くなっているんですけど、下げてもいいんじゃないか

なという気がするんです。ちょっとは市民の方に、これは環境課の担当の方の努力

もあると思うんですよね、かなり下げてもらって。その辺、市民に還元するという

お考えはないですかね。 

○加藤市長  ごみ袋の製造についてはただ単に製造単価だけではないと思います。

いろんな費用が、物流費にしろ、保管費にしろ、いろんな費用がかかってきており

ますので、その辺がどれぐらいになっているのちょっと認識していないんですけれ

ども、とりあえず、一応、何度も申し上げていますんですけれども、昨年値下げし

たところでございますので、しばらくごみの減量の量を見ていきながら進めていき

たいと、このように思っておりますので。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようでございますので、これで環境課の補正予算の審

査を終了します。御苦労さんでした。 

（休憩 午後 １時４４分） 

 

（再開 午後 １時４５分） 

○三鬼（孝）委員長  続きまして、木のまち推進課に係る一般会計補正予算（第

４号）の議決についての説明を求めます。 

○内山木のまち推進課長  議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算

（第４号）の議決について、補正予算書（第４号）及び予算説明書に基づき木のま
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ち推進課に係る予算について説明させていただきます。 

 歳出について説明いたします。通知します。 

 ５款農林水産業費、２項林業費、３目林道開設改良費につきましては、補正前の

額５,２１９万７,０００円に対しまして１００万２,０００円を増額し、５,３１９

万９,０００円とするものです。財源内訳は一般財源１００万２,０００円の増額で

す。 

 予算書の３８、３９ページをごらんください。 

 内訳は１１節需用費５０万円の増額です。内容につきましては市管理林道におけ

る修繕料でございます。詳細につきましては農林基盤整備係長の内山より説明をさ

せていただきます。 

○内山木のまち推進課係長  それでは、詳細を説明させていただきます。資料の

１ページ目を通知させていただきます。資料番号１をごらんください。１ページを

通知させていただきます。資料番号１をごらんください。 

 一般林道整備事業、林道修繕箇所の位置図でございます。１０月の台風等による

大雨で市管理林道においても何カ所か土砂の崩落等がございました。その中でも森

林整備等の予定があった林道においては小規模の修繕が早急に必要となり、その部

分については修繕で対応いたしました。このため、当初予算の修繕料をほぼ使い切

ってしまうことになりまして、今後の修繕対応が難しくなると判断しまして５０万

円の増額を計上させていただきました。 

 以上です。 

○内山木のまち推進課長  予算書の５６、５７ページをお願いします。通知しま

す。 

 １０款災害復旧費、１項農林水産業施設災害復旧費、１目現年発生農林水産業施

設災害復旧費につきましては、補正前の額２００万円に対しまして１２０万円を増

額し、３２０万円とするものです。財源内訳は一般財源１２０万円の増額です。内

訳は１５節工事請負費１２０万円の増額です。内容につきましては、１０月２２日

の台風２１号により被災した林道の災害復旧工事請負費であります。詳細につきま

しては農林基盤整備係長の内山より説明させていただきます。 

○内山木のまち推進課係長  それでは、詳細について説明させていただきます。

資料の２ページを通知させていただきます。資料番号２をごらんください。 

 農林水産業施設災害復旧の補正に係る箇所の位置図になります。１０月２１日か

ら２２日にかけての台風２１号では２日間の降雨量が７９５ミリ、最大時間雨量が
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９０.５ミリを記録し、この大雨の影響により被災した市管理林道である林道ナサ

崎線、林道新八鬼山線、林道鳥越線の３路線については農林水産業施設災害復旧費

を活用して復旧する予定でありますが、補正前の１００万円では十分な復旧ができ

ないことから１２０万円の増額を計上させていただき、合計２２０万円で対応させ

ていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○内山木のまち推進課長  予算書の６ページをお願いします。通知します。 

 第２表、債務負担行為補正であります。木のまち推進課に係るものとしましては、

下から９番目の尾鷲市林業研修センター浄化槽保守点検・清掃業務委託であります。

期間が平成３０年度から３２年度までの３カ年でございます。限度額が２０万５,

０００円です。 

 以上で説明を終わらせていただきます。御審議をよろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  木のまち推進課に係る一般会計補正予算（第４号）の議決

についての説明は以上のとおりです。御質疑のある方は御発言願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようでございますので、木のまち推進課の補正予算の

審査を終わります。御苦労さん。 

（休憩 午後 １時５０分） 

 

（再開 午後 １時５２分） 

○三鬼（孝）委員長  続きまして、水産商工食のまち課に係る一般会計補正予算

（第４号）の議決についての御説明を求めます。 

○野地水産商工食のまち課長  水産商工食のまち課です。よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の議

決についてのうち当課に関する予算について御説明いたします。 

 まず、歳入から御説明いたします。補正予算書の１４、１５ページをごらんくだ

さい。通知いたします。 

 １６款寄附金、１項寄附金、２目一般寄附金１０万円の増額は、市民からの全国

尾鷲節コンクールへの寄附金でございます。寄附者の御意向により観光振興事業に

おける尾鷲節コンクール補助金に充当しております。 

 続きまして、補正予算書の４０、４１ページをごらんください。タブレットに通
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知させていただきます。 

 ５款農林水産業費、４項水産業費、２目水産振興費については、補正前の額１,

７５５万円に対し１２万円を増額補正し１,７６７万円とするものです。内訳とし

ましては、１９節負担金、補助及び交付金１２万円のうち、細目、水産振興負担金

１２万円で、浮漁礁利用調整協議会負担金２万４,０００円につきましては、浮漁

礁利用船舶が３３隻から３８隻に増加したことに伴うものでございます。また、漁

業共済事業負担金９万６,０００円につきましては、漁業共済事業の契約額が増加

したことに伴うものでございます。 

 次に、３目漁港管理費についてですが、補正前の額４２４万３,０００円に対し

８８万４,０００円を増額補正し、５１２万７,０００円とするものです。内訳とい

たしましては、１１節需用費のうち、細目、漁港管理費８８万４,０００円につい

ては須賀利漁港及び古江漁港における防潮扉のバッテリー交換及び九鬼漁港の陥没

修繕費用となっております。 

 次ページの４２、４３ページをごらんください。 

 ６款商工費、１項商工費、３目観光費については、補正前の額５,６０１万２,０

００円に対し１万９,０００円を増額補正し、５,６０３万１,０００円とするもの

です。内訳としましては、１４節使用料及び賃借料１万９,０００円のうち、細目、

観光施設管理整備事業１万９,０００円で、これについては財政、市長公室等にて

御説明させていただいております尾鷲駅前利便性向上事業に係る駐車スペースの土

地賃借料でございます。説明資料をタブレットに通知させていただきます。詳細は

担当係長から御説明いたします。 

○民部水産商工食のまち課長補佐兼係長  それでは、資料に沿って説明させてい

ただきます。 

 土地賃借料についてであります。まず、尾鷲駅前利便性向上事業（案）について

でありますが、これにつきましてはさきの市長公室よりの説明のとおりでございま

す。 

 ２ページをごらんください。 

 現在、市有地に８台分の観光駐車場を確保しておりますが、本事業により４台分

減少いたしますので、その代替地として地図の上部の黄色い部分、４台分でありま

すが、ＪＲ東海さん所有地からの借地となります。水産商工食のまち課分としまし

ては、その４台分の１月から３月の借地料の補正計上であります。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 
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○野地水産商工食のまち課長  続きまして、補正予算書の６ページをごらんくだ

さい。通知させていただきます。 

 第２表、債務負担行為補正でございます。ページ下ほどの事項となりますが、公

衆便所浄化槽保守点検・清掃業務委託は、当課で管理する１１カ所の観光トイレの

浄化槽の保守・清掃業務委託について、期間を平成３０年度から３２年度、限度額

を９５７万５,０００円とするものでございます。 

 次に、公衆便所清掃業務委託は、当課で管理する観光トイレのうち４カ所の清掃

業務委託について、期間を平成３０年度、限度額を９９万９,０００円とするもの

でございます。 

 以上が当課からの補正予算の説明でございます。審議いただき御承認いただきま

すようよろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  水産商工食のまち課に係る一般会計補正予算（第４号）の

議決についての説明が終わりました。御質疑のある方は御発言願います。 

○村田委員  債務負担行為に関してですけれども、公衆便所浄化槽保守点検・清

掃業務委託、それから、公衆便所清掃業務委託、これは毎年やっておるわけなんで

すが、市長、これ、尾鷲市、やっぱり熊野古道から来て尾鷲市の観光という面でト

イレが非常に不足をしておるというようなことで、今これは公衆トイレとして設置

をしておるわけでありますけれども、その辺の尾鷲市内の状況、状態というものに

ついてどういう御認識をお持ちですか。 

○加藤市長  今プロジェクトチームでもやっております観光事業の再生というよ

うな形で、要するに集客を行うためにはやはり観光というものを充実しなきゃなら

ない。その充実するための一つのインフラというものについては私は基本的には駐

車場と公衆トイレだと思っています。その辺のところも私自身、今後精査しながら、

やはり観光事業を推し進めていくためにはどうしてもインフラ整備が必要であると。

そのためのトイレ、駐車場、この辺の整備というものが当然のことながら必要にな

ってくるんじゃないかと、私自身はそう思っております。 

○村田委員  そういう御認識をお持ちでしたら大変結構だと思うんですけれども、

ただ、今補正予算にもありましたけれども、まちの駅の駐車場４台分、借りており

ますね。駐車場にしてもその辺ぐらいで、尾鷲市内の中でまちの駅を含む観光につ

いて駐車場が非常に少ないのではないかと思うんですね。特別予算計上されておる

のはこのぐらいではないのかなと思うんですけれども、そのほか、トイレの数も非

常に少ない。まちの駅はもちろん、民家の方でもトイレを貸して、それで、観光の



－４７－ 

パンフレットを配ったり、御案内を申し上げるという役割なんですけれども、そう

いった意味からすると、これは前から申し上げておるんですけれども、港町地区に、

港町北浦に、政教分離と皆さん誤解せんと聞いてほしいんですけれども、尾鷲神社

がありますよね。あそこは駐車場、大型バスが３台、４台ととまれる駐車場がある。

しかも、トイレも非常に大きなトイレがあって、今現在、本当に観光客がそこに観

光バスで乗りつけてトイレをしていくといったような状況なんですね。そこには横

に大クスが天然記念物、中には尾鷲の獅子頭の重要文化財、文化財的なそういう要

素も含めておりますので、まちの駅は点々としておるんですけれども、先般、きょ

うでしたか、市長の話もありましたけれども、観光でも点々としておるところを一

つの線としてつないでいくんだという構想をお持ちであるということを聞いたんで

すね。そういうことからするとやっぱり拠点というものが必要になってくるのでは

ないかなと私は認識をするものなんですね。そこで、尾鷲神社がまちの駅の拠点と

しては一番いいのではないかなと私は認識をするところでありますけれども、当局

の御認識というのはどういう御認識なんですか。 

○野地水産商工食のまち課長  実際に今まちの駅が２４駅ございます。やはり観

光客というと馬越峠が熊野古道の中でも非常に多いということがあるので、実際に

今おりてきた来訪客の方々が一番近いのが確かに尾鷲神社ということもありますし、

神社の中に大クス等もあるというふうな中でかなり立ち寄りはされておると。それ

と、かなり敷地自体も一定の敷地がありますので、その部分にバスをとめられて迎

えのお客さんを拾っていかれるツアー会社もあるというふうな認識でありますので、

今市長のほうからもお話がありました今後の観光事業のそういうふうなインフラの

面を含めて、今後その辺についても整理して考えないといけないというふうに感じ

ております。 

○村田委員  ですから、ごり押しじゃないですけれども、尾鷲神社、駐車場あり、

休憩施設もかなり椅子も机も置いてたくさんの方が休憩できる。しかも、トイレも

たくさんできるということで、しかも、位置的には馬越峠を通ってやっと尾鷲につ

いたと、その地点にあるということで、そこを拠点に町の散策とかいうことをいろ

いろ企画したらどうかなと思うんですけれども、そのためにはやっぱり各御家庭で

一つ一つのトイレを貸していただくということも大事なんですけれども、やっぱり

拠点ということが必要になってくるんじゃないかなと思うんですね。そこのところ

の御認識を今当局にお伺いしたわけで、全般論としての御認識はよくわかっておる

んですけれども、そういういろんな設備を兼ね備えたそういったところがあったら
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拠点としていくお気持ちはあるのかどうかということをお聞きしたいと思います。 

○野地水産商工食のまち課長  よく現状のほうもその辺についてはもう少し整理

した上で、今回、まちの駅、あと、観光事業、そのような形での一つのまちの駅の

中でも非常に大きなところにはなりますので、今も利用率が非常に高いというとこ

ろがあるので、その辺を勘案した上で検討してまいりたいと思います。 

○村田委員  それは御検討いただくということで大変ありがたいことであります

けれども、尾鷲観光物産協会、先般、会長と専務あたりとお話もさせていただいた

んですけれども、観光物産協会あたりもやっぱり尾鷲神社、ここを拠点にしてはど

うかということに随分と御興味をいただいて、物産協会の中ではまちの駅の拠点と

して位置づけたいんだというような、私、個人的にですが、お話をいただいておる

んですけれども、そういう形になれば、当然、維持管理、運営というもの、そんな

大きな額ではありませんけれども、そういったものも発生しようかと思うんですけ

れども、市当局としてはその辺のところもそういう運びとなった場合は財政的な裏

づけといいますか、大した額ではありませんけれども、そういうことも十分にお考

えをいただいておるということなんですね。 

○野地水産商工食のまち課長  今私も聞き取りをしておるんですけれども、観光

物産協会にツアー会社からいろいろ問い合わせが入った場合にどこで一時バスをと

めたり、あるいは自家用車もありますけれども、そういうふうなことについても問

い合わせがかなり入っておるようです。その場合に協会から神社さんにも問い合わ

せをさせていただいてかなり御協力いただいているというふうなことは私も聞いて

おりますので、関係団体等の関連も含めて整理させていただいた上で検討していく

べきものと考えております。 

○村田委員  物産協会の会長あたりと話をして、その点については十二分に御認

識をいただいておるやに私は伺っておりますので、その辺は物産協会と十分お詰め

をいただいてお進めをいただくようよろしくお願いを申し上げたいと思います。よ

ろしいですか。お願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○三鬼（和）委員  １４、１５ページの寄附金なんですけど、１０万円いただい

て、先ほどの説明では尾鷲節コンクールのほうにというあれでしたけど、今回歳出

がない中でこれはどういった形で、９月にいろいろなことで増額補正したりとかし

ていましたね、実行委員会へ。これは１０万円を実行委員会のほうに提供するんで

すか。それか、次年度の尾鷲節コンクールの費用の中の一部としてこういった形を
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するという方針なんですか。それはどういう形ですか。 

○三鬼（孝）委員長  これについては市のほうに寄附をいただいたというふうな

ことがあります。充当財源として、今、尾鷲節コンクールが一般財源として２７９

万２,０００円というふうな形になっておるので、その部分に充当して一般財源の

ほうが減って、この部分について今年度のところに充当するというふうな形で、も

う充当させていただく形になっております。 

○三鬼（和）委員  わかりました。 

○奥田委員  その財源更正はせんでいいんですか。 

○三鬼（孝）委員長  歳出は出ておるでいいんじゃないですか。 

○奥田委員  失礼しました。 

 先ほど、村田委員の質問の関連なんですけど、清掃業務委託、おおむね小ぎれい

に委託先はしてくれていると思うんですけど、ただ、気になるのがやっぱりどこの

トイレも老朽化していまして、見た目がやっぱり汚いというか、その辺の便器とか、

手洗い所のところとか、その辺の改修計画というのはどうなんですか。 

○加藤市長  おっしゃるとおりなんですね。トイレが汚かったら、その町のきれ

いさとか、そういったものが相手の受けとめる感じというのが全然だめだと思って

います。ちなみに、私が当時、百貨店にいたときにまず何を重点的に改修するかと

いうのはやっぱりトイレだったんですよね。それだけやっぱりトイレというのはお

客様におもてなしをするということについて一番大事な話でございますので、いず

れにしろ、この件については一番まずその辺のところを考えて観光事業というもの、

インフラ整備というのは絶対必要でございますので、その辺の観点からでもやはり

トイレの清掃というものに対して目を向けていきたいと、このように考えておりま

すので、よろしくお願いします。 

○奥田委員  ぜひその辺のところ、この前もツーデーウォークがありましたよね。

僕、２５キロを歩いたんですけれども、おりてきて女性の方々がトイレはどこかな

といって、ちょうど天満のところに矢印が書いてあったので、あそこですけどと言

ったんやけど、ちょっと汚いですけど、申しわけありませんねというて何人かの女

性の方に言うたんですけど、あと、海外の方も今視野に入れておるわけじゃないで

すか、いろいろ誘致しようと。和式じゃなくて洋式のトイレもきちっと整備してい

くとか、その辺のことも含めて、市長、ぜひお願いします。 

○加藤市長  観光用の公衆トイレだけではなくて、そういう御要望も非常に多い

んですよね。和式だけのところを洋式にしていただきたいとかというような、その
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辺のところ、本当に性根を入れてやっぱりこういうところをきちんと直していかな

きゃならない、きちんと整備していかなきゃならないんじゃないかなと、一応その

認識だけは持っております。あとはどういう形の中で予算計上していくかというの

はしばらくお待ちいただきたいと。奥田委員のおっしゃるとおり、私もそういう思

いはございますので、そういう方向で進めていきたいと思っております。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで水産商工食のまち課の審査を終わります。

御苦労さんでした。 

（休憩 午後 ２時１１分） 

 

（再開 午後 ２時１２分） 

○三鬼（孝）委員長  続きまして、建設課に係る一般会計補正予算（第４号）の

議決についての説明を求めます。 

○上村建設課長  建設課でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の議

決についてのうち建設課に係る補正予算について御説明をいたします。 

 それでは、通知をいたします。尾鷲市一般会計補正予算書（第４号）及び予算説

明書の６ページをごらんください。 

 債務負担行為補正に関して下から６項目めから三つの業務がございます。まず、

一つ目、各港湾公衆便所浄化槽保守点検・清掃業務委託で８８７万円、港湾公衆便

所外清掃業務委託で９４万９,０００円、各公園公衆便所浄化槽保守点検・清掃業

務委託で１３５万６,０００円の債務負担を計上しております。なお、各公衆便所

の浄化槽保守点検等の業務につきましては、実施できる業者さんがある程度限られ

ていること、また、その事務の効率化も図るべく３カ年の複数年度というふうにさ

せていただいております。 

 それでは、位置図を作成いたしましたので、予算決算常任委員会の資料というこ

とで通知をいたします。 

 まず、１ページでございますけれども、各港湾公衆便所浄化槽保守点検・清掃業

務委託は、そこにありますとおり、尾鷲港天満公衆便所ほか５カ所の公衆便所に係

る保守点検等の業務でございます。 

 次に、２ページでございますけれども、港湾公衆便所ほか清掃業務委託は、同じ
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く尾鷲港天満公衆便所ほか２カ所の清掃業務でございます。 

 最後になりますけれども、３ページ目でございます。各公園公衆便所浄化槽保守

点検・清掃業務委託は北浦児童公園公衆便所ほか３カ所の保守点検等の業務でござ

います。 

 いずれも年度当初から業務を行う必要があり、年度内に契約手続を進めるため、

公衆便所浄化槽保守点検に関する業務は平成３０年度を初年度とする３カ年、港湾

公衆便所の清掃は平成３０年の債務負担行為を計上させていただくものでございま

す。よろしく御審議賜りますようお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  建設課に係る一般会計補正予算（第４号）の議決について

の御説明が終わりました。御質疑のある方は御発言願います。 

○奥田委員  天満のトイレも建設課の管理なんですね。中村山はないんですか。 

○上村建設課長  中村山公園はくみ取り式になっておりまして、この中の業務に

は含まれておりません。 

○奥田委員  それで入っていないんですね、浄化槽が。ただ、今後、さっきも話

したんですけど、老朽化していると思うんですけど、それと、あそこは和式ですよ

ね、もちろん。やっぱり洋式に、そんなにかからんと思うんですよ。市長、僕、執

行部に行ったときに市営グラウンドを洋式にしてくれという話があったんですよ、

老人クラブから。僕、すぐしましたよ。ぱかっと上へ乗せるだけやもんでそんなに

金はかからんものですからすぐつけさせてもらったんやけれども、どんどんやれん

ものですかね。この前も内山議員が一般質問でやっていたけれども、やっぱり中村

山公園、きちっとしたほうがええと思うんで、今くみ取りという話もありましたし、

ぜひその辺のところを含めて、浄化槽をつけるとか、お願いします。 

○加藤市長  本当に頭の痛いところなんですよね。正直言って、トイレがこれだ

けの箇所があって、ほとんどが一応清掃業務委託はしているんですけれども、頻度

が多いのか何かわからないですけれども、ここのトイレはきれいだ云々と言われた

ことは余りないんですよね。これに対してどれだけの予算が必要かということもも

う一度精査しなきゃならないんですけれども、おっしゃるように、何度も申し上げ

ますけれども、観光をテーマにしながら、尾鷲では集客を観光をテーマにするとい

うことを訴えている以上はやっぱりインフラの整備というのはぜひとも僕は必要だ

と思っているんですよね。そのためにどういう形で捻出するかというような話も考

えなきゃならないんですけれども、認識は十分持っておりますので、大体のトイレ

というのは何ぼか汚いというトイレは回りました。大曽根のところの公園もすばら
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しい公園なんですけれども、あそこのトイレも建設課長と一緒に回ったりして、そ

ういう認識は持っております。これも市民憲章の話じゃないんですけど、町はやっ

ぱりみんなできれいにしていきましょうというような、トイレが原点だと思います

し、その辺のところの認識を持って臨んでいきたいと、このように考えております。 

○奥田委員  ついでに、今、大曽根公園の話が出たので市長にちょっと申し上げ

たいんですけど、この前も勝手にペンキを塗って、椅子。そのペンキが落ちておっ

たんですよ。僕、写真を撮っていますけど、掃除をしてもらいましたけど、そうい

うペンキを塗ったりする予算ってないんですか、建設課がつける予算。あれは多分

市のＯＢの方やと思うんやけれども、尾鷲市がお金がないもんでやってくれておる

のかもしれんけれども、でも、それをええように思わん人もおるんですよ。私物化

するなと言う人もおるもんでね。やっぱり市のものだったら市がきちんと管理せな

あかんと思うんですよ。それを勝手に壊したりあれしたりして、僕はその辺のルー

ルづくりをぜひしてやってほしいんです。ついでに大曽根公園の話が出たものです

から、済みません、余計な話をしましたけど。 

○加藤市長  おっしゃることは非常によくわかりますので、その辺のところも十

分認識して進めていきたいと思っておりますので。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○三鬼（和）委員  先ほど課長のほうから業者が限られているものでと、どうい

った意味で言ったのかわかりませんけど、少ないということもあるんだと思うんで

すけど、小学校、中学校とかを含めて業務には携わりはないんですか。ちなみに、

こういった入札に参加されておる地元業者って何件ですか。それと、トータル的に

清掃がおくれておるじゃないかとか、維持管理がおくれておるじゃないかという苦

情とか、そういったのはどうなんですか。 

○上村建設課長  浄化槽の保守点検に関しましては今確認をとっておりますけれ

ども、四、五社だったと思います。業務としておくれるというか、定期的な点検が

市の業務ですので、そういうことは今のところないかなというふうに思っておりま

す。 

○三鬼（和）委員  我々のほうにもちょっと汚れておるんじゃないかとか、あり

ますので、仕事を受けていただくときにはその辺も定期的にきちっとしてほしいと

いうことをちゃんとしておいてほしいなと思いますけど。 

○村田委員  中村山のトイレのことが出たのでついでにちょっと教えてほしいん

ですけど、たしか矢浜公園じゃなかったかな、バイオのあれは。向井か。そのバイ
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オでやったところはどうなんでしょう。今現在どのような状況なのか、きちっとや

っておるんかいな。 

○上村建設課長  ちょっと今、中でも確認しておるんですけど、たしかもうなく

したのではないかなというふうに記憶しておるんですけど、きちっと確認してまた

お答えさせていただいてもよろしいでしょうか。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで建設課の補正予算の審査を終了します。

御苦労さんでした。 

 １０分間休憩いたします。 

（休憩 午後 ２時２１分） 

 

（再開 午後 ２時３０分） 

○三鬼（孝）委員長  休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 それでは、教育委員会に係る一般会計補正予算（第４号）の議決についての説明

を求めます。 

 その前に、教育長、最初に何かあるのかな。 

（発言する者あり） 

○佐野教育総務課長  それでは、平成２９年度の一般会計補正予算（第４号）の

説明をさせていただきたいと思います。 

 まず最初に、私、総務、学校教育関係ということで私のほうから説明をさせてい

ただき、その後、生涯教育の関係を生涯学習課長のほうからさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、私のほうから、まず歳出についての御説明でございます。通知をさせ

ていただきます。補正予算書の４６、４７ページをごらんください。 

 下のほうで、第９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費で補正額が２０６万

４,０００円の減額でございまして、計が２億８,０６６万５,０００円ということ

でございます。このうち、教育総務課で御説明させていただくのは、次のページに

ございます教育一般事務局費で１１４万円の減額がまず１点でございます。この内

容につきましては、１５節の工事請負費で４１万円の減額、これについては本年度

から着手しました各学校職員室の空調設備の設置に係る工事費の入札差額分という

ことでの減額でございます。その下ですが、１８節の備品購入費が７３万円の減額、
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こちらも本年度から取り組んでおります３年間で更新を進めておりますが、矢浜教

員住宅における単身住宅のエアコンと電気温水器の更新の入札差額分ということで

の減額でございます。 

 次に、その下、３目奨学資金貸付金、補正額が２５２万円の減額でございます。

こちらのほうにつきましては資料１のほうを見ていただきたいと思いますので、今

から送信をさせていただきます。表のほうをお送りさせていただきました。 

 貸し付けの実績といたしましては、中ほどに新規と継続というのが二つ内容とし

てございますが、そこの部分の真ん中辺を見ていただきたいんですが、新規の貸与

につきましては、大学、専修学校の方が２名ということでことし新規の貸与をさせ

ていただきました。そして、継続の貸与のほうにつきましては、その下の欄ですが、

大学、専修学校が５名、高等学校が１名の６人の方への継続という形になっており

ます。貸与の決定額につきましては一番上の欄のほうにございますが、貸与決定額

ということで２２２万円ということになっております。今回２２２万円ということ

で、当初の部分から２５２万を減額させていただいたというような内容でございま

す。 

 それでは、予算書のほうにお戻りをいただきたいと思います。通知をさせていた

だきます。予算書の４８のほうを見ていただきたいと思います。 

 次に、９款教育費、２項小学校費、１目学校管理費で、この中身につきましては

１３７万４,０００円の減額、計欄が８,３９４万３,０００ということでございま

す。こちらのほうは小学校の施設整備事業ということで、内訳としましては、まず

１５節です。工事請負費１５６万３,０００円の減額、こちらも本年度から２カ年

で進めておりますけれども、小学校の遊具の設置事業に係る入札の差額分の減でご

ざいます。 

 次に、１８節の備品購入費でございます。こちらにつきましては資料２のほうを

見ていただきたいと思いますので、通知をさせていただきます。 

 こちらのほうは木製の児童用机、椅子の購入についてということでございまして、

宮之上小学校におきましては校舎の改築の際から校舎と同様に木の大切さを子供た

ちに伝える木育の取り組みというような観点から、机、椅子につきまして、そこの

写真にございますように、木製のセットを入れさせていただいておるものでござい

ます。現在、予備のものも含めまして１２０組持っておるわけでございますが、在

校生が来年度入学の平成３０年度の新入学の予定というのがわかってはきているん

ですが、そうしますと、児童を勘案しますと不足するということがわかりました。



－５５－ 

そこで、新年度の入学に向けまして今回５組を購入させていただいて新年度に備え

たいということで、５組分の購入ということで１８万９,０００円の増額をさせて

いただくものでございます。 

 私どものほうからの補正予算の内容の部分については以上でございます。 

 もう一つ、ページといたしましては、債務負担行為の補正についての御説明をさ

せていただきたいと思いますので、今通知しましたが、補正予算書の６ページ、７

ページのほうをごらんいただきたいと思います。 

 私どもの提出させていただいた債務負担につきましては、６ページの一番下の庁

舎別館浄化槽保守点検・清掃業務委託、そこから次のページ、７ページの中学校電

気保安管理業務委託まで、そこまでの１２件が教育総務からの予算計上のものとい

うことでございます。こちらのほうは全般的には各施設における浄化槽の保守点

検・清掃業務というものが期間を平成３０年度から３２年までの３年とするものが

８件ございます。それと、九鬼、輪内地区で運行するスクールバス等の運行管理業

務、これについてのものが期間が平成３０年度、単年度としましたものが１件、そ

れと、小学校や中学校の電気保安業務の委託に係るもの、これが期間を平成３０年

度から３２年度の３年とするものが２件、それと、教育委員会における複合機の使

用料に係るものとしまして期間を平成３０年度、単年度とするもの、合わせて１２

件を計上させていただいておるものでございます。限度額はそれぞれ見ていただい

た額ということで、ごらんのとおりでございます。いずれも新年度の４月から速や

かに業務を実施していくための債務負担行為の補正というようなことでございます

ので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○芝山生涯学習課長  それでは、生涯学習課に係る部分につきまして、続きまし

て資料をもとに御説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、補正予算書１４ページ、１５ページをごらんください。通知をさせていた

だきます。歳入から説明をさせていただきます。 

 １９款諸収入、５項雑入、１目雑入、８節教育費雑入でございます。補正額２,

５０５万８,０００円のうち教育費雑入１６万８,０００円、熊野古道保全整備事業

補助金でございます。内容につきましては歳出も関連いたしますので、歳出とあわ

せて後に資料で御説明をさせていただきます。 

 続きまして、補正予算書５２ページ、５３ページをごらんください。通知させて

いただきます。 
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 ５２ページ、下から２段目でございます。５目文化財保護費でございます。補正

前の額３５２万４,０００円に対し１６万８,０００円を補正しようとするものでご

ざいます。これは先ほどの歳入と関連いたしますので、あわせて資料のほうで御説

明をさせていただきます。資料を通知させていただきます。資料の１をごらんくだ

さい。 

 この補助金は昨年度制定されました企業からの寄附を財源とした東紀州振興公社

の熊野古道の保全整備に関する５市町への補助金、補助率１０分の１０の補助金で

ございますが、年度当初の配分は５０万円でございました。左側の上のほうの当初

予算の欄をごらんください。５０万円を当初計上させていただきまして、それに伴

う歳出を９款５項５目、細目４、世界遺産熊野古道保全事業の中の１１節需用費、

修繕料として熊野古道案内板の修繕に３０万円、それから、写真にございます、１

００メートルごとに打ってあります１００メートル道標の新規、更新に伴う設置手

数料に２０万円を計上しておりましたが、今回、東紀州振興公社より１００メート

ル道標の更新手数料については追加交付していただけることとなりました。このこ

とから、１２節手数料が２０万円の当初予算に対し、事業費が確定したことで交付

確定額が１６万８,０００円となりまして、その１６万８,０００円に対し追加交付

していただけることになったものでございます。補正後の歳入は５０万円に１６万

８,０００円を追加し６６万８,０００円に、歳出は修繕料に２０万円を追加し５０

万円、また、手数料は事業費確定に伴い当初予算の２０万円から１６万８,０００

円に、３万２,０００円の減額となるものでございます。 

 以上がこの補助金に関する補正の内容でございます。 

 それでは、続きまして、補正予算書のほうにお戻りください。５４ページ、５５

ページでございます。通知をいたします。５４ページ、５５ページでございます。 

 ６項保健体育費、１目保健体育総務費、スポーツ振興事業における１９節負担金、

補助及び交付金、他市町公営プール利用補助金１６９万７,０００円の追加でござ

います。内容につきましては資料にて説明をさせていただきます。通知をさせてい

ただきます。 

 資料２ページ、資料２でございます。紀北健康センターの１１月１日のオープン

に伴う利用補助で、二つ目の四角、利用見込みの欄をごらんください。１１月１３

日の時点での紀北健康センターの会員の登録状況から今年度の利用数を予測し算出

したものでございます。まず、月額会員でございます。尾鷲市民の月額会員の見込

みを１１月は５５人、これは確定数でございました。また、１１月１３日の時点か
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ら１２月の登録数を予測として８０人、また、１月以降を１００人として想定をさ

せていただきました。続きまして、１回ごとのビジター利用につきましては、１１

月１３日の時点で１１日営業日ございましたが、それで１５５人の尾鷲市民の方が

利用し、１日平均１４人の方が利用したこととなります。この１４人という数値は

オープン当初の大変高い数値であるというふうに捉えまして、この数値を３月まで

の営業日数に延べ利用数として予測をして算定したものが右側の表でございます。

この結果、月額会員は１１月以降で延べ４３５人という予測をいたしまして、その

４３５人に対し１２７万４,４００円、ビジター利用の方は１１月以降の延べ１,６

８０人に対し５３万９,０００円、合計で１８１万３,４００円と想定をいたしまし

た。現在の予算残額１１万７,３００円を差し引き１６９万６,１００円、予算額と

いたしまして１６９万７,０００円を補正計上させていただいたものでございます。 

 続きまして、補正予算書５４ページから５７ページにお戻りください。通知させ

ていただきます。 

 まず、５４ページ、下段、２目運動場管理費、補正額マイナス４２５万２,００

０円、内訳といたしましては、運動場維持管理経費のうち需用費１２万２,０００

円の増は、市営グラウンドのテニスコート脇の水道管が老朽化により破裂をし、そ

れに伴う漏水が起こりまして、それの水道料金の増額補正をさせていただいたもの

でございます。１０月８日にテニスコートの横から漏水し、水があふれているとの

通報を受けまして直ちに修繕を行い、現在は漏水は見られておりません。 

 続きまして、１３節でございます。委託料１８８万３,０００円の減額は、市営

グラウンド横のテニスコート、それと、市営野球場の草刈りやトイレ清掃等の運動

場施設管理業務委託料の入札による差額の減額でございます。予算額３７１万９,

０００円に対し、契約額１８３万６,０００円でございました。 

 続きまして、５７ページをごらんください。 

 １５節工事請負費でございます。３６３万７,０００円の減額はことし１月に強

風により市営野球場の防球ネットが倒壊したことに伴い今年度当初予算にて設置工

事を予算化させていただきましたが、工事が完了したことに伴いまして入札による

差額を減額するものでございます。予算額１,９９８万７,０００円に対し、契約額

１,６３４万９,０４０円でございました。 

 続きまして、１８節備品購入費１１４万６,０００円の増額でございます。こち

らのほうは市営野球場の芝刈りトラクターの故障による買いかえでございます。資

料にて説明をさせていただきます。資料４の下段をごらんください。 
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 市営野球場の外野は天然芝となっております。芝の管理上、夏場は月２回、冬場

でも月に１回の刈り込みはグラウンドの管理上不可欠なものとなってございます。

現在この写真のトラクターが完全に動かなくなってしまい、部品等も入手しにくく

なっているということから、また、全体に部品の劣化が進んでいるという状況から、

耐用年数が約７年程度ということで、購入後１５年以上が経過していることもあり

まして買いかえをさせていただこうとするものでございます。左側に主な仕様を記

載しておりますが、これは現在のトラクターと同等の性能のもので、管理に必要最

小限の仕様というふうに判断をしております。 

 以上が補正予算に対する生涯学習課の説明でございますが、補正予算書の７ペー

ジにお戻りをいただきまして、債務負担行為の設定について御説明をさせていただ

きます。通知をさせていただきます。 

 債務負担行為のうち生涯学習課に係る部分は７ページ、真ん中ほどの尾鷲市立中

央公民館浄化槽保守点検・清掃業務委託から一番下の段の尾鷲市体育文化会館電気

保安管理業務委託まで全部で１１本でございます。 

 内容といたしましては、浄化槽の保守点検・清掃に関する委託が中央公民館、天

満集会所、天文科学館、市営グラウンド、体育文化会館、合計六つの施設に係るも

のでございます。いずれも期間を平成３０年度から３２年までの３年間とし、限度

額の設定はそれぞれごらんのとおりでございます。 

 また、電気保安管理業務に関する委託は中央公民館と一番下、体育文化会館に係

る２本でございます。期間は平成３０年度から３２年度まででございます。 

 また、中央公民館エレベーター保守点検業務委託につきましては、平成３０年度

１年間の期間といたしまして、上限額を８８万２,０００円と設定するものです。 

 一つ下、飛びまして、天文科学館の警備業務委託、期間は３０年度、１年間、上

限額は４９万３,０００円でございます。これは天文科学館の機械警備による委託

の内容でございます。 

 また、下から三つ目の運動場施設管理業務委託は、期間を平成３０年度、１年間、

上限額を２３７万６,０００円とするもので、市営グラウンド、市営テニスコート、

市営野球場の３カ所の草刈りやトイレ清掃等に関する管理委託をするものでござい

ます。 

 いずれにいたしましても、来年の４月１日からの業務を円滑に執行するために今

年度内に準備することができるよう設定するものでございます。 

 以上が教育委員会に係る補正予算の説明でございます。よろしく御審議を賜り御
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承認いただきますようお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  ただいま教育委員会に係る一般会計補正予算（第４号）の

議決についての説明がありました。これに対して御質疑のある方は御発言願います。 

○仲委員  補正予算書４９ページ、１５節の工事請負費１５６万３,０００円減額

されておりますが、これは何年計画で、これで全て終わりですか。 

○佐野教育総務課長  こちらは撤去が終わりまして、ことしから更新ということ

で新たにつけ始めをさせていただいた部分で、ことしについては尾鷲小と向井小学

校が対象でやらせていただきましたが、これについては基本的にはあと１年ですか、

更新を来年度もやらせていただくということで考えております。 

○仲委員  来年度の予定がわかれば、小学校名、わかりますか。 

○北村教育総務課長補佐兼係長  ３０年度の予定なんですけれども、宮之上小学

校、矢浜小学校、三木小学校、賀田小学校でございます。 

○仲委員  矢浜小学校の滑り台は入っておるということですね。 

○北村教育総務課長補佐兼係長  滑り台については今回の計画には入っておりま

せん。 

○仲委員  来年度の３０年度の予算には、今回１５６万３,０００円の工事差額が

出て減額する中で、計画を見直しして早い時期に遊具等の修繕工事をするほうがい

いんじゃないですか。 

○佐野教育総務課長  今お話しいただいたように、もともとの計画を立てたとき

と、もっと言えば、安全ではないよというチェックをしていただいたときには入っ

ていなかったものではあったんですが、今、実は学校等の現場も私どもが見させて

いただいておりますので、今言ったお話の中で検討はさせていただきたいなと。で

きれば早くできるような形で、危険な部分についてもちょっと感じておりますので、

まずは危険を排除するということから、今使えないような形でしていますが、まず

これを直せるのか、とってしまったほうがいいのかということも含めて検討させて

いただきたいというふうには考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○仲委員  今現在、随分長い間、使用禁止になっていますもんで、いろんな住民

の方からそういうお話がありますもんで、早急に対応をお願いしたいと。 

 もう一点、ページ数は別にして、机、椅子の購入なんですけど、仕様は多分今ま

での２６年度と同じだと思うんですけど、２６年度から使っていて生徒たちの何か

ここが使い勝手が悪いというようなことはありませんでしたか。 

○佐野教育総務課長  椅子、机の仕様については特に問題なくというか、かえっ
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て、木であって、においも含めて木の温かみが感じられると。これは非常に好評で

ございましたので、来年度の入学生の方にもこういう形で対応したいということの

中で、６年生が使っていたものをきれいにして次に入ってくる新入生の方にまた使

っていただいてということでやっているものではあるんですが、いかんせん、数の

部分が今回予想していたよりも多くの方の入学ということがわかってきましたもの

ですから、予備の部分も含めて準備はしていたんですが、どうしても足らないとい

う部分がございましたので、今回の補正の計上になったわけでございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○仲委員  ちなみに、どこの購入か、業者が報告できるならしてください。 

○佐野教育総務課長  内容を私どものほうでこういう形のものができないかとい

うことでもともと取り組みの中で森林組合さんのほうとできるかどうかということ

も含めてこの仕様を詰めてきたこともございますので、今回の予備の５脚を購入す

るに当たっても今までの子供たちが使っている椅子と同じものということで今のと

ころ考えているところでございます。 

○三鬼（和）委員  ７ページの第２表、債務負担行為補正なんですけど、中学校

の浄化槽保守点検・清掃委託、尾鷲中学校が１件あるんですけど、下に中学校２校

となっているんですけど、あと、輪内中学校１校しかないと思うんですけど、中学

校２校ってどこの件ですか。 

○佐野教育総務課長  おっしゃられるように、一つは輪内中学校、もう一つは、

実は地区での使用ということで使っていただいておるのが北輪内中学校、こちらの

ほうも使っておりまして、利用の部分については今のところ浄化槽を使うというこ

とで、今回上げさせていただいておる保守点検と清掃業務委託という部分にも入っ

てきますので、一応そういう形での２校ということで、これは輪内地区の２校とい

うことで、よろしくお願いします。 

○三鬼（和）委員  １点は、中学校についてはかなり休校になってからそのまま

で木造校舎ということがあるんですけど、トイレを使うということで清掃をしてお

るんですけど、校舎そのものの老朽化とか、そういったことで危険性とか、トイレ

を使うに当たって問題はないんですかというのが１件と、同じく債務負担行為の中

に尾鷲小学校は大きいですから金額的にも載ってあって、矢浜小学校というのも単

独であるんですけど、ほかは宮之上小学校もかなり大きい、これは整備されたので

古い校舎のときに比べたら小さい浄化槽というか、昔のものに比べたら小さくなっ

たのか知りませんけど、合わせてほかの小学校と、あと、向井であるとか、三木小
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学校、三木里小学校、賀田小学校、それと宮之上小学校という形なんですけど、ち

ょっと組み合わせ的に何か仕事が尾鷲小学校、矢浜小学校、あと５件のを合わせて

よく似た入札にくっつけてあるのかなという、ちょっとうがった見方をしたらあれ

なんですけど、点検のときを含めてこういったこと、これまでもそうだったのか知

りませんけど、よく見ているとちょっと気がつきましたもんで、これはどうして五

つの小学校をまとめておるのかということも踏まえて、合わせてこの２点。 

○佐野教育総務課長  今おっしゃられた部分というのもあるんだと思うんですが、

基本的にはこの業務の業務量といいますか、人槽の部分も関連もしてくるんでしょ

うが、浄化槽の保守点検をする上での業務量の固まりという形でグループというか、

５校とか、そういう形になっているというふうに聞いております。 

 それと、北輪内につきましては、危険性の部分については確かに耐震もされてい

ない校舎ではございますし、かなり休校になってから時間がたっているということ

があるんですが、地域の方を含めて、こちらのほうを管理ではないですけど、使い

ながら状況の中の情報も私どもに入れていただいて、危ないところを含めてやりと

りを地区の方とはさせていただきながら、いわゆる管理の部分にも生かさせていた

だいておりますので、そういった意味では使う方の、言い方は適当ではないかもわ

かりませんが、いわゆる責任の部分も持っていただいた上でここを使って、例えば

夜のテニスをやったり、地区では物を置いたりということもやっていただいており

ますので、そちらのほうとの相談、連携もしながらやっているというのが状況でご

ざいますので、よろしくお願いします。 

○三鬼（和）委員  ということは、北輪内中学校については電源等も含めてそう

いった利用をしておるということで、トイレは単独でしたか。ちょっと出身じゃな

いのでわからんですけど、校舎と連なっておるとか、そういったことで校舎の中の

出入りとか、そういったことについても地域へお任せしておるんですか。それとも、

単独のトイレなのかどうかというのと、それと、今、浄化槽の点検なんですけど、

合わせてというと何か業務委託するのに合わせてというように感じて、距離的なこ

とを言ったらむしろ別々に業務委託するほうが、先ほど建設課では５業者ぐらいが

そういったものがあるとは言ったんですけど、そのほうが地区的には宮之上は旧町

内というのか、表現的に中心市街地にありますし、あとの学校は輪内地区というの

があるので、何かちょっと不規則というか、そういったようにもとれないでもない

んですけど、その辺、これまでの慣例で今回に限って特別考えずに一緒に組んだの

かわりませんけど、よくよく考えてみるとちょっと仕事量をつくっておるような、
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点検のグループ組みみたいに受け取れるんですけど、その辺はないんですね。 

○佐野教育総務課長  そういう恣意的なというか、部分については私どもも聞い

ていないというか、もともとの部分、これもおっしゃられるように以前からの流れ

もあるんだと思うんですが、いわゆる恣意的にこのグループとグループというよう

な形というふうには聞いてはおりません。 

○三鬼（和）委員  北輪内中学校は言うたとおりなんかいな。 

○佐野教育総務課長  中学校のほうにつきましては、北輪内中学校につきまして

はトイレは外にあったりしますものですから、そういう意味では校舎の中に入って

するというわけじゃなくて、外を使う人は外のトイレを使える状況でございます。 

○三鬼（和）委員  もう一点、一遍またその辺の入札の経緯なんかも精査してお

いてほしいと思うんですけど、あと、５４ページ、５５ページのスポーツ振興事業

の中で他市町公営プール利用補助金なんですけど、この内容については質疑なんか

もあったもんでよく金額的なものはあれで、私も改選前に一般質問で取り上げてお

りますよってそのことについてはあれなんですけど、副市長、どうなんですかね。

隣町の施設ができた折に町長さんの言葉では、尾鷲市もそうなんですけど、医療費

が高いということで、健康増進のためにこういった施設をつくったということを言

われておって、こういった施設に行かれるのに生涯学習と一口で言えばそうかもわ

からないんですけど、これまでのプールも含めて、競泳とか、スポーツ的なもので

はなしに、健康とかそういったもので行かれておるので、生涯学習で予算を持つと

いう考えも一つあろうかと思うんですけど、福祉保健課が所管するべきではないか

なと。尾鷲市も医療費が高いわけですから、紀北町とようけ変わらないぐらい医療

費が高い、そういった意味の医療費を抑えるとか、健康という意味からいくと、生

涯学習という言い方もあれなんですけど、どちらかというと、メーン的には福祉保

健課の助成金にすべきではないかなと思うんですけど、その辺は庁内で深い議論は

していないんですか、これを扱うに当たって。 

○藤吉副市長  今回、他市町公営プールの利用補助金の紀北町に新しいプールが

できたことに対しての検討ですけれども、そもそも今まで大紀町と熊野市の紀和町

にプールがあって、それに補助金が出ていたということ、そして、その二つのプー

ルについてはもともと尾鷲市内に温水プールがあって、そこを利用していたのが温

水プールが廃止になったことに伴って補助金ができたという経緯の中から、二つの

観点から今回２９年度の紀北町を入れたことについては従来どおり生涯学習課の所

管の補助金だということで整理はさせていただいております。 
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 以上です。 

○三鬼（和）委員  経緯というのはわかっておりますもんで、今回はこういった

形はそうだと思うんですけど、次年度、一度そういった考え方というんですか、地

元にあったときには尾鷲小学校の生徒なんかも使っておったということで、スポー

ツ振興的な意味合いも強かったんですけど、当市としても地域包括ケアシステムを

組んでいく中ではやっぱり医療費を抑えていくまちづくりをしていかなくちゃいけ

ないということで、スポーツを振興することによって下げていくという表現も一緒

だと思うんですけど、どちらかというと、健康増進のためにこういった補助を使っ

ているというようなことのほうが私は妥当ではないかなと思うんです。ぜひ庁内で

議論する折があったら調整会議等でそういった議論もしていただきたいなと思うん

ですけど、その点についてはいかがですか。 

○藤吉副市長  おっしゃる点については２９年度の議論のときもさせていただい

ております。ただ、平成３０年度当初予算の議論をこれから始めますので、その中

では議論させていただきますけど、健康という位置づけにしたときにプールだけか

というところもありますので、そこは慎重に検討させていただきたいなと、こんな

ふうに思っております。 

 以上です。 

○奥田委員  資料２の今の他市町の公営プール利用補助金についてお尋ねしたい

んですけど、まず、月額会員が延べ４３５人と、それから、ビジター利用者分が延

べ１,６８０人ということですけれども、例えば月額会員だと６０歳未満の方、障

害者の方、２,０００円が限度、６０歳代が３,０００円が限度、７０歳以上が４,

０００円を限度とか、差がありますよね。ビジターにしても６０歳未満と障害者の

方は１回２００円、６０歳以上は４００円ということなんですけど、年齢構成とか

はどのような予想で見ておるんですか。 

○芝山生涯学習課長  １１月１３日の利用状況でそれぞれの区分を案分させてい

ただきまして、６０歳未満の方が何人利用したとか、６０歳以上の方が何人であっ

たというような、その案分に合わせましてそれぞれの補助額が違いますので、その

補助額を掛けて計算をさせていただいております。 

○奥田委員  ちなみに何人になっておるんですか。 

○芝山生涯学習課長  済みません、資料のほうには記載はないんですが、月額会

員５５人のうち６０歳までの方が２２人でございました。６０歳代、６０歳から７

０歳の方が１５人、７０歳を超える方が１８人の合計５５人、障害者の方の報告は
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ございませんでした。 

○奥田委員  だから、それで全体の月額会員４３５名としておるわけですよね。

４３５名はその案分ということですけど、その４３５の割り振りを教えてほしいん

ですが、ビジターと。 

○芝山生涯学習課長  まず、月額会員の方が１１月がこの表にあるように５５人、

１２月が８０人、１月から３月までが１００人ということで、これを合わせまして

４３５としております。それの内訳、それぞれの補助額の内訳といたしましては、

先ほどの１１月１３日の時点での利用状況で案分をいたしました。一般の方２２人

ということで案分率を０.４と見込んでおります。６０歳代の方が０.２７、７０歳

以上の方が０.３３という率を掛けまして、それぞれの人数に金額を掛け合わせて

計算したというのが補助額の算定の仕方でございます。 

 それから、ビジター利用の方々につきましては、１日平均１４人みえるというこ

とで、営業日数を掛け合わせまして延べ利用人数を掛け合わせました。また、その

延べ利用人数につきましても同じく一般の方、６０歳以上の方という案分の数字を

掛け合わせまして出た人数に対して補助額を掛けて金額を算出しております。 

○奥田委員  その辺の案分したと言うけど、大体どのぐらいで見ておるのかとい

う数字ぐらいはちょっと入れておいてほしいなと思うんですけど、この資料を見る

だけではちょっとわかりにくいものですから。 

 それで、私、質疑もさせてもらいました。幾つかしたんですが、やっぱり最大の

問題は消費税の問題なんですよね。僕、大事だから議案に対する質疑をしたんです

けど、紀勢新聞さんはトップで載せてくれました。意味がわかったんだと思います。

もう一つのほうは意味がわからなかったのかどうかわからないけど、載らなかった

んですけど、１面に載るということはそれだけ重要だからということで載せてくれ

たんだと思うんですよ、僕が言っていることを理解してくれて。 

 それで、もう一遍言いますけど、いいですか、委員長。これ、皆さん、おかしい

と思いませんか。大紀町が６００円払うわけですよ。僕ら、町外やもんで。大紀町

の人は３００円なんですよね。その３００円の差を今補助しておるわけですよね、

一般の人は。今、６０歳未満の一般で考えると、僕も行ってきました、土曜日。１,

０８０円なんですよ、一般。１,０８０円払って行ってきました、僕。プールも行

こうかなと思ったんですけど、ジムのほうで１時間半おったらくたびれまして、シ

ャワーだけ浴びて帰ってきたんですけど、１,０８０円払うんですよ。紀北町の人

は８６０円なんですわ。だから、本来なら、税抜きで１,０００円と８００円で比
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較していますけど、本来なら１,０８０円払うんだから、紀北町の方が８６０円な

んですから、同じような考え方でいったら、その差２２０円を補助しないといけな

いと思うんですよ。そうじゃないですか。このことを言いたかったんですよ、一番

大事な。そのことを紀勢新聞さんは理解して書かれたんだと思うんだけど、もう一

つは知りませんよ、理解できなかったのか。この不公平さね、不公平さ。なぜ紀北

町を２００円にするのか。実際、１,０８０円を払うんですよ。紀北町の方は８６

０円、２２０円の差があるんですよ。負担額の差を埋めるというんやったら２００

円じゃなくて２２０円なんじゃないんですか。 

 それと、一貫性、大紀町も熊野市も同じようにやっておるんやったら、税込みで

やっておるのに、なぜ紀北町だけ税抜きでやるのか。節約しようと思ってやったの

かもしれないけれども、それじゃ一貫性がないじゃないですか、同じ補助金の中で。

非常に僕は重要なことだと思うんですよ、これ。重要じゃないですか。これ、本当

に紀勢新聞さんに載って、もう一個のほうは載らなかったけれども、こんなことっ

てあるのって言う人はいましたよ。問い合わせがありました。何件か問い合わせが

ありましたけど、そうやよねと。２２０円違う、２２０円じゃないと。何で２００

円なのと。僕も１,０８０円払いましたしね。２００円の補助をもらったとしても

８８０円ですよ、実質負担。向こうは８６０円じゃないですか。埋まりませんよ、

差が。この辺のところ、僕、非常に重要やと思うんですわ。重大だと思いませんか、

この辺、教育長とか、市長とか。こういうやり方でええのかな。こんなのでええの

かなという問い合わせが結構ありましたよ、紀勢新聞を見られた方とか。ワンセグ

を見ている人も当然そうですけど、どうですか、このままいくんですか。４月から

直すということですけど、直すなら直すでいいけれども、やっぱりええかげん過ぎ

ますよ、行政として。こういうやり方をしておって、たかが２０円じゃないかと言

う人もおるかもしれんけれども、たかが２０円じゃないですよ、これ。こういうや

り方というのは。どうですか。 

○芝山生涯学習課長  質疑のときとまた同じような内容にはなるんですけれども、

まず消費税を対象外としたことは幾つかの考え方がございました。紀北健康センタ

ーの料金体系が月額会員やビジター会員、また、年齢等の区分というようなものが

あったということから、差額を検討する段階で複雑な料金体系になってしまうので

はないかということをまず懸念したことが一つでございます。 

 それと、これまでの紀和町、大紀町の補助額を１０円単位を切り捨てた補助額の

設定でございました。といいますのは、今、紀和町の補助額が５１０円に対して３
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００円を補助しているというような内容でございまして、この段階でも１０円を切

り捨てていて１００円単位の補助としていたという従来の補助も１００円単位で補

助をしていたというようなことがもう一つ、そういうようなことから１０円単位を

切り捨てて、利用者の皆様にも今までと同じような金額でわかりやすい金額設定に

したほうが入りやすいんじゃないかということ、それと、補助全体が予算の範囲内

であったりとか、全額を１００％補助する内容ではなかったというような、このよ

うなことからわかりやすさを優先させていただいて、消費税の部分を紀北町につい

てはカットして考えたというのがまず設定した内容でございます。この点について

は質疑のときにも御説明をさせていただいたとおりでございます。 

 今後につきましては、ただ、委員の御指摘のとおり、消費税の取り扱いであった

り、回数券、一方では年会費というのもございましたので、そういったものも改め

まして、またほかの御提案もいただいている部分もありますので、今年度につきま

しては今までの制度に紀北町の考え方を乗せさせていただいた。まず今年度はそう

いうことでお認めをいただいて、新年度についてはあらゆることを御指摘のことも

踏まえて改めて検討させていただきたいということで御理解をいただきたいという

ふうに思います。 

○三鬼（孝）委員長  教育長、今、生涯学習課長の説明がありましたけど、教育

長として何か言うことはありますか。 

○二村教育長  ともかく補助をしたいということで、数値が落ちつく状況を見て

制度のあり方、年度当初に向けて検討はさせていただきたいなというふうに考えて

おります。 

○奥田委員  課長、僕、質疑のときも気になっておるんやけれども、へ理屈は要

らないです、へ理屈は。課長、あなた方、気づかなかったんでしょう、消費税があ

るというのを。１００円単位にしたかったどうのこうのって、知らなかったんでし

ょう。僕、言いに行ったときにえーっという感じやったじゃないですか。だから、

それは申しわけありませんでしたでいいんじゃないですか。僕、もうしつこく言う

つもりはないから。慌ててつくったから忘れたんでしょう。それを知っていたから

こういうふうにしたんだとか、そういう言い方は、今になってそういうことを言う

のはそれはあかんで。うそを言うたらあかん。やっぱりわかっていなかって、だっ

て、その辺の審議もしていないやないですか、審査会で。安易に考えたんですわ、

これ。紀北町が１,０００円で１,０８０円という形で税抜き、税込みと分かれてお

ったもんで、１,０００円でええやというて、あっちが全部税込みやということぐ
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らい、知らなかったんでしょう、それ。それを謝ればいいんですわ。申しわけあり

ませんでしたと、今。へ理屈を言われると、じゃ、おかしいやないかと。じゃ、一

貫性がなくても堂々とやるんかいというふうになってきますよ。だって、大内山の

プールだって年会員だってあるんやで。そういう制度も何も決めんといて、紀北町

だけは月会員がおるもんでというてやっておるけど、本来なら大内山のときにもき

ちっとしておかなあかんのですわね。しておかなあかんのよ、これ。おかしくなっ

てくるんやて、これ。そういうのもあるし、だから、本当に間違えたら間違えたで

ええんですわ、課長。へ理屈を言うて、そうやって言うとおかしくなってくる、ほ

んまに。やっぱり行政としてこれは間違えたんですわ、あなた方は消費税のことを。

だから、まあ、ええけど、言うつもりはないけれども、やっぱりへ理屈はやめまし

ょうよ、へ理屈は、課長。もうええかげんそういう言いわけはやめましょうよ。僕

が言いに行ったとき、みんな、えーっという感じで驚いておったんやで、あなた方、

気づいていなかったんやないか。気づいていなかったくせに１００円単位にしたん

ですなんて、それは言いわけやと言うの、僕は。だから、そういう答弁じゃなくて、

やっぱり間違えたら間違えましたで、そうやったら僕だってしつこく言わんでもえ

えんやもん。この前だって３０分、４０分もしたけど、今度からきちっとしますと

いうことを言うてくれたら、それで済む話やもん。４月からちゃんとしますと。今

回はこれでいきますけれども、きちっと４月からしますと、それて済む話やんか。

じゃないですか。それを言いわけされて、実はそうだった、実は知っていたんです

みたいなことで、何であんなにみんな驚くんですか、じゃ。みんな、驚いたやない

か。ええっ、そうやったかと、僕が指摘したら。ちょっとそういうのはやめてくだ

さいよ、課長。教育長もね。教育長は言っていないか。言っていないけれども、教

育委員会、そういうのはやめましょう。だから、もう４月からきちっとしてくださ

い、きちっと。 

 それと、もう一個、僕、副市長にお伺いしたいんですけど、生活文教常任委員会

が１０月２３日に行われたときも番外発言しておるんですよ。消費税のことも指摘

しようと思った。でも、審議会をやっているんだからといって濵中委員長が言われ

て、審議会、きちっとやってくれているんだなと僕は思いました。思いましたよ。

生活文教常任委員会の方々も皆さん審議会の内容も見られて、十分これで大丈夫な

んだなという上で委員会を進めていると思ったんですよ。僕はその後、どんな内容

だったのかなと思って情報公開をしてとりましたよ、これ。でも、中身を見てびっ

くりしました。何の議論もしていないんですね。紀北町の料金体系のこと、何も議
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論されていない。ただ単に、質疑のときも確認したように、紀北町のプール補助を

するのかどうか、それだけで終わっておるんですよね。どういうふうな要領を変え

るとか、中身の検討を一切やられていない。でも、多分、濵中委員長なんかはきち

っとやられていると思ってああいう発言をされていたと思うんですよ。でも、これ

を見ると何も中身をしていないじゃないですか。こんなので補助金を出すのかと。

補助金は出してほしいですよ、尾鷲市民のためですから。でも、９月議会でも３０

万の補助金のことでかなり言わせてもらいましたけど、やっぱり補助金のことって

大事じゃないですか。ただでさえ不公平感があるのに、不公平感があるじゃないで

すか。そういうときにもうちょっと議論すべきじゃないですか、これ。どうですか、

これ、副市長。 

○芝山生涯学習課長  済みません、奥田委員さんの言われるように、消費税の考

え方というものにつきましては、生活文教常任委員会のほうにも補助金等審査委員

会のほうにも私どもの考え方に欠落している部分がございましたのは事実でござい

ます。ですので、その点につきましては生活文教常任委員会のときにも、また、補

助金等審査委員会のときにも詳しい消費税の比較の説明というのはいたしておりま

せん。ですので、審議に及ばなかったのは委員の御指摘のとおりでございます。そ

れにつきましては、担当課長として本当にここについては申しわけなく思っており

ます。 

 消費税の部分につきましては、比較という熊野市、今までの現行制度との比較と

いうのはいたしませんでしたが、紀北町のものを取り除くべきか、どうするかとい

うような議論は先ほどの説明の内容で判断をしたということを申し上げたかったと

いうことで、そこら辺につきましては申しわけございませんでした。 

○藤吉副市長  他市町公営プールの利用補助金につきまして、補助金審査委員会

の中ではまず年度途中に新しいところを加えるかということも含めて議論が集中し

てしまいまして、そういった消費税であるとか、料金体系の部分についての議論が

不十分であったということは先日の議案質疑のときにも少し配慮に欠けたというこ

とで謝らせていただいたところでございます。以降、補助金の審査についてはしっ

かりとやらせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○奥田委員  余りしつこく言うつもりはないですけど、あと、市長と副市長にお

伺いしたいんですけど、この審議会の中の議事録を見ると、先ほども副市長はプー

ル利用者のみの補助金はどうなのか慎重に検討していきたいという話がございまし
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たけれども、この議事録を見ても副市長はなぜプール利用者だけ補助せなあかんの

かということを言われておるんですよね。担当課が市長もそういうことを言われて

いるという記述があるんですね。あるんですよ。あるんですね。多分これから４月

にかけてまた新たに考えられると思うんですけれども、でも、先ほど副市長は経緯

について御存じのようなことを言われていましたけど、２６年１月かな、この補助

金がついたのが。プールが閉鎖されて、２６年１月やね。２月か。２６年２月から

ついておるんですね。そのときもかなり議会でも議論して、ぜひこれはつけてやっ

てくれという話で大紀町と熊野市のほうのプールに補助金をつけておるんですわ。

ですので、そういう経緯が、僕も土曜日に行って紀北町の人に言われましたよ。あ

んたら、尾鷲ないんやよな、こんなのなって。本当に悔しかったですけど、その辺、

言われますけど、ただ、やっぱりそういう歴史的な、歴史的というか、そういう経

緯がございますので、このプールの補助金というのはやっぱりつけてあげてほしい

と思うんですね。ですので、今後プールだけを補助するのかということ、副市長も

市長もそういう認識らしいんですけど、ぜひそういう歴史的な経緯があるというこ

とを十分踏まえた上で検討していただきたいと思うので、よろしくお願いします。 

○加藤市長  奥田委員のお話は非常に私は理解しているんですけれども、基本的

に今回の紀北町のプールへの補助金につきましては、実際問題、今までの経緯とし

て温水プールがあったのがなくなった。なくなったから何とかしたいけれども、や

っぱり財政難で無理だ。たまたま隣の町が新しい施設をおつくりになった。基本的

には私はお隣の町であったとしても皆さん方がプールを利用するということについ

ては非常に高い需要といいますか、そういうものがあるということで、何とかやは

り基本的にはほかの市町と同じような形の中で補助金は出すべきだという主張はし

ました。その中で、御指摘のとおり、要するに一方ではうちで、一方では外でとい

うことに、正直言って、これ、失念していたという事実はありました。それに対し

てやはり不公平感があるんじゃないかということについては認識しております。で

すから、４月の段階で新たなところでどういう形でこの制度を改め直すのか、それ

は十分審議した上で新しい制度のもとでやっていきたいと、こういう思いでありま

す。 

 あとのことについては、審査委員会のほうについては副市長に委員長として委ね

ておりますので、私の考え方はそういう形でやっていると。だから、基本的にはほ

かの市町と同じような金額でやると。ただ、先ほど申しましたように、消費税に対

する内税、外税の話の中で審査委員会についても、副市長が申し上げましたように、
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失念していたという事実はございますので、それについては改め直さなきゃならな

いと私のほうも思いますので、そのような方向で進めさせていただきたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○奥田委員  ぜひお願いします。 

 それで、副市長、市長が言われている、お考えになっておることはよくわかるん

ですよ。何でプールの利用者だけなんだと。というのは、今回、僕、不思議に思っ

たのは、これ、判を押してもらいましたよ、受付で。でも、あそこはジムがあるん

ですよ、ジム。ジムね。だから、プールを本当に利用したかどうか、中へ入ったら

わからないんですよ。僕も実はプールの用意もしていったんです。でも、やっぱり

１時間半ジムをやっていたら汗をかいてちょっと疲れてきたので、シャワーだけ浴

びて帰ってきたんですけど、プールに行かなかったんですよ。でも、受付ではチェ

ックってできないんですよね。ですから、当然、じゃ、プール利用者に補助するの

か、ジムの利用者には、ジムだけを利用した人には補助しないのかとか、そういう

問題も出てくるかなという気がするんですね。尾鷲にもジムはありますし、山崎公

園かな、あそこへ行っておる方も結構いますし、そういう問題も出てくるし、ただ、

プールというのがこういういろんな経緯があって補助しているという状況、副市長

も市長も不思議なところはあると思うんですけど、そういう問題も出てくるので、

ぜひその辺のところをよくよく新年度までにまた検討してください。 

○藤吉副市長  利用の人数の内訳がこれから出てくると思いますので、その辺の

人数の部分、それから、プールとジムの利用実態とかも含めてしっかりと来年度の

予算に向けて検討してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○楠委員  債務負担行為の補正のところで先ほど三鬼委員が質問したときに担当

課長のほうから小学校５校と中学校２校の組み合わせについてはそういうふうに聞

いているという発言をされたんですけど、基本的に担当課なんだから主体性を持っ

て答えないと、人任せみたいな言い方はちょっとまずいんじゃないかなというふう

に思いますね。 

 それと、あと、休校状態のところの浄化槽についても、業務委託だから報告をも

らったらいいんだということで済ませているのか、新年度新しく委託するわけです

から、本来であればここで事業評価をちゃんと出して、休校になっている学校の浄



－７１－ 

化槽の保守点検委託が適正なのかどうか、そういうところが全然聞こえてこないの

でどうなんでしょう。それは後で答えてください。 

 次に、水道の話、ありました、漏水。これは１２万２,０００円という補正が今

回増額になっているんですけど、何ミリ管が何日漏れていたんですか。 

○芝山生涯学習課長  市営グラウンドに入っている管は３０ミリの管でございま

す。一般の家庭が１３ミリぐらいというふうに聞いていますので、かなり太い管か

なというふうに思います。漏れている期間というのがなかなかわかりにくいんです

が、今年度の水道料金をずっと確認はしているんですけれども、増減が物すごく激

しいんです。一体どの額が適正な額なのかというのを２年ほどさかのぼって見てみ

たんですが、多分全体的に老朽化で少しずつずっと漏れていたような状態が続いて

いたんだろうとは予測されるんです。漏れたのが１０月８日のことで、時間として

は３時間程度のところでございます。ちょうど保育園の運動会をしているときだっ

たものですから、午後からでとめてしまいますとトイレも一緒にとまってしまうと

いうことから、そこに関しては終わり間際だったということでやむを得ず３時間ほ

どは、時間はたってしまいましたが、３時間ほどでこれほどの金額になってしまっ

たというものでございます。 

○楠委員  基本的にこういう漏水というのはふだんの管理がちゃんとできていな

いという問題が一つあるのかなと思うんですよ。ですから、１週間に１回とか、１

カ月に１回、必ず外周の定期点検を行っておかないとまた同じようなことが起きる

と。多分、老朽化の管はいずれにしてもどちらかから漏水しますから、メーター確

認を日々行うとか、そういうことを続けないと、また同じような補正が出たときに

もう次はいいですよというわけにいかないですよね。その辺をよく考えておいてく

ださい。 

○芝山生涯学習課長  この辺は本当に厳しい、管理の仕方が難しいところはござ

います。実はこの破裂をする前に２度ほど水道部とも一緒にこの水道料金の月額が

適正なのかというのを現地で我々も確認をさせてはいただいております。業者の方

にも一度一緒についていってもらったこともあったんですが、それでもやっぱりこ

この場所がこれほど漏れているというのがわからなかったということもありますの

で、今後このようなことがあったら直ちに速やかな対応をとらせてはいただきたい

と思います。 

○佐野教育総務課長  先ほど、私の言葉の部分で説明が不足している部分がある

なということで大変申しわけございません。もちろん私ども、主体的に債務負担行
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為という形で出しておりますので、これは従前からの流れというのも一つ大きな流

れとしてあるとは思いますが、内容の部分についてももう一度検討の部分も今後や

っていきたいなというふうに思いますし、あと、遊休の施設、いわゆる学校として

は使っていなくて、先ほど言った北輪内中学校のように、実際の使用があるという

ことで浄化槽の保守点検・清掃業務として管理をやっているという部分もあるわけ

ですが、これは私どもに限らず本市の休眠中の施設についてのこういう浄化槽を含

めた取り扱い、また、それの仕様の部分については検討を含めて協議していかなけ

ればならないなということだと思いますので、今後、市の中でも検討させていただ

きたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○楠委員  検討していくということなんですけど、基本的には全ての市の事業に

言えるんですけど、やはり委託というのはなかなか厳しいところもありますので、

正確無比とはいかないんですけど、基本的には事業評価をしっかりして本当にどう

なんだというところをやっていかないと、言葉は悪いんですけど、垂れ流しみたい

な状態が許されるものではないので、しっかりとこの保守点検については今後とも

休校、あるいはまた新たに施設を設置される場合においても周辺との施設の関連も

含めて、多分、教育施設等は多いものですからよく検討していただければなという

ふうに思います。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○三鬼（和）委員  総務課長、そういった答弁、私、きついことはあれやけど、

されるんやったら、九鬼の中学校は単独でこういうふうに業務委託しておるわけで

すから、輪内中学校、現在活用している学校と北輪内中学校を合わせて業務委託さ

れる形はいかがなものかと思いますので、今後その辺は精査していただきたいなと

思います。休校は休校なりの、今も楠委員からもありましたように、状況とかそう

いうのと使っている学校は違うと思いますので、これをセットに業務委託するとい

うのは、先ほどの小学校のことも５校まとめてとあるけど、一度精査してされるべ

きだと思いますので、お願いしたいなと思います。 

○佐野教育総務課長  御指摘いただいた部分というのをしっかり検討していきた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

○加藤市長  私も企業でこういうことをよくやっていましたものですから非常に

申し上げにくいわけなんですけれども、正直申しまして部門が多岐にわたっており

ます。三鬼委員がおっしゃられたような形もやっぱり精査しなきゃならないと。正
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直言って、金額的にこれだけのものが業務委託、あるいは清掃業務とか、いろんな

もの、これはやはりこの中からどれだけ下げるかということは市全体として考えて

いかなきゃならないと。これはやらせます。こういうことをやっていかないと、誰

かが、委員の方、だだ漏れやと。かもわからないです。あるいは、きちんと精査し

ているかもわからない。これはやっぱり市全体として、教育総務課は教育総務課、

あるいは環境は環境、いろんなところがありますけれども、これは市全体として精

査しなきゃならないと思っています。だから、その辺のところはきちんと責任を持

ってやらせますので、とりあえずこの負担行為補正というのは私の認識ではこれだ

けの期間の中で限度額をこれだけにしながら運営しなさいという理解でございます

ので、それ以下にやるということはやっぱりやらなきゃならないと思うんですけれ

ども、でも、その辺のところは一度精査させていただいて、きちんとした形で運営

できるような形にやっていきたいと思っております。 

○三鬼（孝）委員長  他にございますか。 

○村田委員  奨学資金の貸付金のことについて、これは以前にも申し上げたと思

うんですが、当初予算に比べていわゆる決定者が少なかったということなんですね。

これは担当としてどうなんでしょう。その原因はどう思われておるかということな

んですね。原因、どうでしょう。 

○佐野教育総務課長  これは私の個人的な意見も多分に入るやもしれませんが、

ほかの制度を含めて額の大きな奨学資金が実際制度としてあって、そちらをお借り

になってという方もおりますし、今回の部分につきますと決定してから辞退をされ

る方が出てきたりとか、今回の場合は特にそれもあったんですが、奨学資金の今私

どもがやっている現制度の部分についても借りられる方の目線から見たときにどう

かという部分もこういう形の中で借りられる方が余り多くないという形で考えます

と一度考えなければいけない部分じゃないのかなというのは個人的に感じています。 

 ただし、こういう自治体が貸付事業として奨学資金を持っている制度、それと、

額、それぞれ県下の他の制度等々を見回してみますとさほど大きな差がないという

か、私どものほうの奨学資金の貸し付けの限度額が余りに低いとか、そういうもの

もないわけではございますが、ただし、他の制度を含めて考える部分については一

度借りられる方の目線に立ちまして考えていきたいなというふうには考えています。 

○村田委員  そこまで考えていただいておるなら何も言うことはないんですが、

来年度の当初予算のとき、その辺のところをきちっと構築をして予算を計上してい

ただくということだけ申し上げておきたいと思います。 
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○野田副委員長  村田委員の話も僕も思ったんですけど、話をしていただきまし

たので、文化財の保護費１６万８,０００円という部分ですけれども、生涯課の課

長のほうに、これは１０分の１０ということで、東紀州公社ですか、そういうとこ

ろから補助金をもらうということでやっています。今回、平成２８年度の熊野古道

の古道客というのは３２万人ということで、だんだん減ってきておるんですよね。

僕の言いたいのは、そういう減ってきておる段階においてもっときちっとした整備

を今やらないといつやるんやという気がしまして、橋と言うとオーバーですけど、

かけている橋が怖い状態になっているとか、そういう部分がありますので、この１

０分の１０を利用して積極的に対応してもらうことが必要じゃないかと思いますが、

どうですか。 

○芝山生涯学習課長  熊野古道の修繕につきましては、委員御指摘のとおり、今

当市では四つの峠を管理しているんですけれども、その四つの峠の中で毎月点検を

していただいております。その報告をもとに修繕の優先順位というものをつけさせ

ていただいて、この５０万等を有効に活用して、点検員の皆さん方や環境保全委員

の皆さん方と相談しながら、どこから手をつけていくべきかというのを決めさせて

いただいております。 

○野田副委員長  パトロールもいろいろな形でやっていただいておると思うんで

すけれども、その方は普通に歩ける方という部分があって、リスクの部分は意識が

やっぱり薄らいでくると思いますので、積極的にリスクの部分を探しながらやって

いくということが必要じゃないかと思っています。世界遺産登録をされたときは４

３万人の古道客が来ていましたけど、約１１万人ぐらい減少していますもんで、そ

ういう部分でちょっと本腰を入れてそういう文化をきちっとしていただきたいと思

っていますので、よろしくお願いします。 

 もう一点、運動場の維持管理についてですけれども、今回、入札差金というか、

４２５万２,０００円というのが減額補正されているんですけれども、一つはこの

間、１１月７日に市営グラウンドの草取りをやりました。これはある市民の方がこ

の草は大丈夫なのかと、生え過ぎじゃないのかというような意見が出てきまして、

そういう形で体制を整えてやったという経緯があります。もっと市民と一緒にやっ

ていくという体制をつくりながら、いろんな諸費用という部分を浮かすという言い

方はおかしいですけれども、やっぱり自分たちの町を守ってもらうというか、一緒

にやっていくんやという意識づけを生涯学習課のほうでも必要じゃないかと思いま

すけれども、いかがですか。 
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○芝山生涯学習課長  先月、１１月にやらせていただいたのは、私どもも初めて

ああいう形で利用者の皆さんにお声がけをさせていただいて、大体６０人から７０

人ぐらいの方がお集まりいただきまして１時間程度一緒に草抜きをしていただきま

した。利用者の皆さん方と一緒に草を抜いているうちに利用者の皆さん方もこうい

うことを年に三、四回一緒にやろうよというような呼びかけとかを市のほうでして

くれたらいつでも我々は協力するから一緒にやりましょうということを向こうのほ

うから言っていただいたので、ぜひまた春先になったら、年何回かそういうことは

生涯学習課のほうから呼びかけをさせていただいてぜひさせていただきたいと思い

ます。 

○野田副委員長  いろんな意味で体制をつくるということが必要だと思うんです

よ、行政のほうは。その体制を、コスト面もありますけれども、やっぱり精神的な

部分もありますし、地域を高めていくという部分からしてひとつ積極的によろしく

お願いしたいと思いますので、以上です。 

○三鬼（孝）委員長  他にございますか。 

○奥田委員  資料４の野球場の芝刈り機、１１４万６,０００円、皆さん、言われ

ていないので確認させてもらいたいんですけど、これは優先順位としては、いきな

り出てきたもので、生文でもそういう話はないでしょう。ないと思うんですけど、

優先順位としては高いものなんですかね。どうなんです。 

○芝山生涯学習課長  毎月必ず１回は刈り込みをしないと、外野のグラウンドの

芝が伸び放題になってしまうとボールが転がらずに試合にならないという状況にな

りますので、これにつきましては優先順位は高くて、故障した段階でこういう形で

喫緊の補正を上げさせていただいたというものでございます。 

○奥田委員  僕、岩田市長のときに写真を見せて、結構穴があいていたじゃない

ですか、フェンスとか入り口のところ。こんな穴だらけでいいんですかという話を

して、それから直していただいて、３塁側の川のほうも台風でちょっと傾いていた

かな。それもきれいになっていましたね、この前見に行ったら。整備はしてもらっ

ておるんですけど、この前、僕、ちょっと見に行ったんですよ。ちょうどくまのフ

ェスタの練習試合だったかな、大府高校と遊学館とかが来ておったじゃないですか。

本当に甲子園の常連校、強豪校がすごい試合をしていましたけれども、そのときに

私が何人かの人と話をしたんですよ。今回、芝刈り機、１００万円以上つくみたい

ですよと話したら、えーっと皆さんの話で、そんなにするんかいと。そんな銭があ

るんやったら、１塁側、３塁側の客席なんかも石がごろごろしておって座りにくい
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し、せっかく強豪校とかがたくさん来てくれておるのにこんな応援席はないでとい

う話を二、三人の人が言うておって、僕はそういうのを先にしてやってほしいなと

思うんですけど、どうしてもこれは必要なものですか。手で刈れないですか。 

○芝山生涯学習課長  購入に関しましては、普通の手で押すような家庭用の芝刈

り機とか、いろいろそういうことも検討しました。やっぱりそれだと外野を全部刈

り込むには何十人も人が要るとか、刈った後の草も全部自動で集めるようになって

おりますが、刈った後の草を全部また人の手で集めてということになりますとかな

り人件費の部分が高くなってしまうということで、仕様のほうももっとほかにもい

いものもあるんですが、これは業者のほうにも聞いて今と同等のもので必要最小限

のものを計上させていただいたものでございます。 

 野球場の全体の管理につきましては、野球連盟の皆様方ともいろいろ要望をいた

だく中でできることは直ちにやらせていただいております。特に人の手が入って、

草刈りが雑なとか、そういったようなことに関しては直ちに対応させていただいて、

なるべく早くやれるようにはしております。まだ幾つかいただいておってやり切れ

ていない部分ももちろんあるんですけれども、先ほどの話と同じように、優先順位

をつけながら管理のほうをさせていただきたいと思います。 

○奥田委員  その辺、優先順位や何か、きちっとこういう計画ですというのを生

活文教常任委員会のほうに示したほうがええと思うで、急にぽんとこんなのが出て

くると何でこれが先なのと。１１４万ってすごい金額ですので、やっぱりこの辺、

もうちょっと安くならんですか、本当に。 

○芝山生涯学習課長  このトラクターに関しては十分精査をさせていただきまし

た。修繕もできないかということも確認はさせていただいて、修繕するよりも年数

も耐用年数を倍以上たっておりますので、かえって新しくしていくほうが効率的だ

という判断のもとに上げさせていただいたものです。 

 あと、やっぱり当課はすごく施設管理が多岐にわたっているものですから、奥田

委員のおっしゃるように、我々もいつの段階でどの程度大きなお金がかかってくる

のかというそこの施設の管理に関しましては一度しっかりとした一覧表、計画表は

つくろうと今しておりますので、そのときにはまた常任委員会のほうにもお示しを

させていただきたいと思います。 

○内山委員  １点だけ、天文科学館のトイレなんですけれども、中村山のトイレ

はくみ取り式で老朽化もあるということで予算計上は難しいところがあると思うん

ですけど、うまく天文科学館のトイレを利用できないかという思いもありまして、
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特に休館になっているときに上手な工夫の仕方があるかどうか、今のところのお考

えをお示しください。 

○芝山生涯学習課長  天文科学館のトイレにつきましては、現在、中村山をイベ

ント等で利用されるというのが事前に言っていただいたり、わかっているときには

あけさせていただいて、皆さんが利用していただけるようにとか、そういうような

対応は今までもさせていただいておりまして、これからもそういう対応は当然させ

ていただく予定でおります。ただ、そういうことを言わずに、常時お越しいただい

たときに使えるようにするためには、施設の中でトイレ、トイレ側にはドアはつい

ているものですから、通用門みたいなドアはありますので、そこのドアから入って

いただくことはできるんですが、そこから館の管理、中のほうに入っていかないよ

うに、人がいない状態で入っていかないようにするには間仕切り等のちょっとした

整備は必要なのかなというふうに思いますので、またそのあたりは建設課やほかの

関係課とも相談させていただきながら検討させていただきたいと思います。 

○内山委員  いいアイデアだと思いますので、ぜひよろしくお願いします。 

○三鬼（孝）委員長  他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで教育委員会の補正予算の審査を終了いた

します。 

 ５分間休憩します。 

（休憩 午後 ３時５１分） 

 

（再開 午後 ３時５９分） 

○三鬼（孝）委員長  予算決算常任委員会を再開いたします。 

 会議規則、午後４時までになっておりまして、またお疲れのことと思いますけれ

ども、病院会計と水道事業会計の審議を続行いたしたいと思いますので、よろしく

お願いをいたしたいと思います。 

 それでは、尾鷲総合病院、議案第６０号、病院事業会計補正予算（第２号）の議

決についての御説明を求めます。 

○内山総合病院事務長  尾鷲総合病院でございます。よろしくお願いいたします。 

 議案の説明に入る前に、現在の状況につきまして少し御説明をさせていただきま

す。 

 ４月から１０月までの外来患者数につきましては、対前年度比５３名増の５万８,
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１５１人で、診療報酬につきましては約２,９９１万円の減でございます。入院患

者数は対前年度比６２７名増の４万１,２６０名で、診療報酬では約３,８８６万円

の増でございます。１年間の診療報酬を当初予算の診療科別で比較いたしますと、

整形外科は平成２８年度に３名いた医師が１名減の２名となったことなどにより約

１,０００万程度の減額となる見込みでございます。内科につきましては、高額な

薬剤であるＣ型肝炎の患者が減ったことや病床利用率が若干減ったことなどにより

年間で約６,５００万程度の減額となる見込みでございます。外科につきましては、

前年度と比較して手術件数が増加していることなどから８,２００万円程度の増額

となる見込みでございます。その他診療科も含めた医業収益の合計につきましては、

年間見込み額と当初予算と比較いたしますと、現状では当初予算額ベースで推移し

ている状況でございます。 

（発言する者あり） 

○内山総合病院事務長  外来患者数は対前年度比５３名の増でございます。５万

８,１５１名で、診療報酬は約２,９９１万円の減でございます。入院患者数は対前

年度比６２７名増の４万１,２６０名で、診療報酬は約３,８８６万円の増でござい

ます。 

 以上でございます。 

 それでは、議案第６０号、平成２９年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第２号）

の議決について、補正予算書及び予算説明書の内容について御説明申し上げます。

通知をさせていただきます。１ページをごらんください。 

 第１条、平成２９年度尾鷲市病院事業会計の補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

 第２条、平成２９年度尾鷲市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第３条

に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 支出の部として、第１款病院事業費用、既決予定額４４億３,０２０万７,０００

円に補正予定額１,４１１万８,０００円を増額し、合計４４億４,４３２万５,００

０円とするものでございます。第１項医業費用、既決予定額４３億４,９９５万４,

０００円に補正予定額１,４１０万７,０００円を増額し、合計４３億６,４０６万

１,０００円とするものでございます。第２項医業外費用、既決予定額７,９２５万

３,０００円に補正予定額１万１,０００円を増額し、合計７,９２６万４,０００円

とするものでございます。 

 第３条、予算第４条本文括弧書中（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する
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額１億４,４９０万円は一時借入金で措置するものとする）を（資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額１億４,３０２万６,０００円は一時借入金で措置する

ものとする）に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するものでご

ざいます。 

 収入の部といたしまして、第１款資本的収入、既決予定額３億５１０万３,００

０円に補正予定額１２９万９,０００円を増額し、合計３億６４０万２,０００円と

するものでございます。第１項企業債、既決予定額１億１,６５０万円に補正予定

額３０万円を増額し、合計１億１,６８０万円とするものでございます。第７項補

助金、補正予定額９９万９,０００円を追加するものでございます。 

 支出の部といたしまして、第１款資本的支出、既決予定額４億４,９５９万３,０

００円から補正予定額１６万５,０００円を減額し、合計４億４,９４２万８,００

０円とするものでございます。第１項建設改良費、既決予定額１億３,１６３万６,

０００円から補正予定額１６万５,０００円を減額し、合計１億３,１４７万１,０

００円とするものでございます。 

 次に、２ページをごらんください。 

 第４条、予算第５条債務負担行為を次のとおり補正する。このことにつきまして

は、来年度以降における各事業の円滑な執行のため債務負担行為を設定するもので

ございます。追加といたしまして、事項、医療ガス等購入費、期間、平成３０年度、

限度額１,３７９万２,０００円、事項、プロパンガス購入費、期間、平成３０年度、

限度額１９６万７,０００円、事項、廃棄物処理業務委託、期間、平成３０年度、

限度額２,９２３万１,０００円、事項、白衣等クリーニング業務委託、期間、平成

３０年度、限度額１２４万４,０００円、事項、冷温水発生機・冷却塔保守整備業

務委託、期間、平成３０年度、限度額３７２万６,０００円、事項、消防用設備等

点検業務委託、期間、平成３０年度、限度額１８９万２,０００円、事項、浄化槽

保守点検清掃業務委託、期間、平成３０年度から平成３２年度まで、限度額３,１

８７万４,０００円、事項、自家用電気工作物保安管理業務委託、期間、平成３０

年度から平成３２年度まで、限度額４６９万１,０００円の合計８件でございます。 

 第５条、予算第６条企業債を次のように改める。変更といたしまして、医療機器

整備事業の補正前の限度額１億１,６５０万円を補正後の限度額１億１,６８０万円

とするものでございます。内容につきましては、医薬品冷蔵庫の更新等による医療

機械購入費の増額に伴うものでございます。 

 次に、３ページをごらんください。 
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 第６条、予算第９条に定めた経費の金額を次のように改める。（１）職員給与費

の既決予定額２４億２３万４,０００円に補正予定額１,８０６万円を増額し、合計

２４億１,８２９万４,０００円とするものでございます。 

 次に、４ページをごらんください。 

 平成２９年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第２号）説明書でございます。款項

につきましては、先ほど御説明いたしましたので省略をさせていただきます。 

 （１）収益的収入及び支出のうち支出の部、１項医業費用、１目給与費は１,８

０６万円の増額でございます。１節報酬１,０６５万５,０００円の増額につきまし

ては、小児科において１名で診療を行っている医師が約１カ月間休暇を取得するこ

とになり、その間、応援医師を派遣いただいたことによる増額、また、整形外科に

おきましては、本年５月から医師が３名から１名減となり２名となったため、外来

応援医師を派遣いただいたことによる増額、また、外科におきましては手術の増加

に伴う手術応援の医師派遣による増加、内科におきましては外来応援医師の増加な

どが主な要因でございます。 

 ２節給料１８９万１,０００円の増額、３節手当８２１万４,０００円の増額につ

きましては、人事院勧告に伴う増額でございます。 

 ４節賃金２７０万円の減額は、当初見込んでいた嘱託臨時職員が採用予定人数に

満たなかったことによるものでございます。 

 ３目経費３９５万３,０００円の減額のうち３節旅費交通費２０８万３,０００円

の増額につきましては、先ほど御説明いたしました応援医師の派遣に伴う増額、ま

た、１０月に採用した内科医の赴任旅費等による増額でございます。 

 ８節燃料費４５８万９,０００円の減額につきましては、Ａ重油購入費の単価を

１リッター８５円で予算化しておりましたけれども、最近の購入金額では１リッタ

ー７５円から８０円の間で推移していることなどを踏まえた実績に伴う減額でござ

います。 

 １３節賃借料２０８万７,０００円の減額につきましては、透析装置等の賃借料

の減額によるものでございます。 

 ２０節負担金６４万の増額につきましては、三重大学医師及び伊勢赤十字病院バ

ディホスピタル医師派遣に伴う扶養手当等負担金の増額によるものでございます。 

 次に、２項医業外費用、５目消費税及び地方消費税１万１,０００円の増額、１

節消費税及び地方消費税１万１,０００円の増額につきましては、補正を行うこと

により変更となる消費税及び地方消費税を再算定したことに伴う増額でございます。 
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 （２）資本的収入及び支出のうち収入の部、１項企業債、１目企業債３０万円の

増額につきましては１節企業債３０万円の増額で、医療機器購入費の増額に伴う医

療機器整備事業債の増額でございます。 

 次に、７項補助金、１目国県補助金９９万９,０００円の増額、１節県補助金９

９万９,０００円の増額につきましては、県内の医療機関で診療情報を共有する地

域医療連携ネットワークを更新するに当たり申請をいたしました県補助金の内示に

伴う増額でございます。 

 次に、支出の分、１項建設改良費、１目資産購入費１６万５,０００円の減額の

うち１節器械備品購入費４８万円の増額につきましては、医薬品冷蔵庫の更新等に

よる医療機械購入費の増額でございます。 

 ２節車両購入費６４万５,０００円の減額につきましては、車両購入の入札に伴

う減額でございます。 

 次に、５ページをごらんください。 

 財務諸表について御説明させていただきます。平成２９年度尾鷲市病院事業会計

予定キャッシュフロー計算書でございます。これは平成２９年度１年間の現金の増

減をあらわすものでございます。 

 次に、６ページをごらんください。 

 下段の今年度末の資金残高は１,４１９万３,０００円となる見込みでございます。 

 次に、７ページをごらんください。 

 給与費明細書でございます。先ほど御説明しましたとおり、２４億２３万４,０

００円に１,８０６万円を増額し、２４億１,８２９万４,０００円とするものでご

ざいます。 

 次に、９ページをごらんください。 

 平成２９年度尾鷲市病院事業会計予定損益計算書でございます。 

 １０ページをごらんください。 

 補正後の予定では下から３段目の当年度純損失は１億１,２９０万９,０００円と

なる見込みでございます。 

 １１ページからは尾鷲市病院事業会計予定貸借対照表及び注記を記載しておりま

すので、御参照のほうをお願いいたします。 

 以上が平成２９年度尾鷲市病院事業会計補正予算書（第２号）及び予算説明書の

説明でございます。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 
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 議案第６０号の病院事業会計補正予算（第２号）の議決の説明を事務長がいたし

ました。これに対して御質疑のある方は御発言を願います。 

○奥田委員  キャッシュフロー、６ページ、マイナスの５,５５２万５,０００円

ということで、期末資金残高が１,４００万ぐらいということですけど、以前、事

務長と議論させてもらったけれども、一時借入金が３億８,０００万あって、それ

が解消できるんだみたいな話がありましたけど、これだととてもじゃなくて解消ど

ころか、もしかしたらどこかで、期末１,４００万っていけるのかな、これで。一

時借入金はむしろふえるようなことはないですか。 

○内山総合病院事務長  現状のところ、昨年度と比較すると一時借入金の借り入

れ状況につきましては減少の状況で今はあるんですけれども、ただし、昨年につき

ましては１１月以降、病床稼働率が１１月から２月まで８０％を超えて、３月でも

７９.数％ございました。ですので、昨年度は後半に病床稼働率の上昇により病院

経営のほうは予測よりはよくなったわけでございます。今回も今の状況で一時借入

金は恐らく３,８００万程度の額になるのではないかと思っておりますけれども、

昨年度のような病床稼働率の増減によってはその見込みも若干変わってくるという

見込みでおります。 

○奥田委員  そうすると、事務長としてはこの３億８,０００万よりは低くなる可

能性があると、期末の残高としてということですかね。 

○内山総合病院事務長  今現在で言えますことは３億８,０００万ぐらいは維持で

きるかなと。ただし、今後の病床稼働率によってはその辺ははっきり見込みが立た

ないところもございます。 

○奥田委員  見込みが立たない。だから、３億８,０００万はやっぱり残ってきま

すよね。病床稼働率が上がったとしてもそんなに減らないということでいいんです

ね。 

 それで、もう一点だけ、４ページのところの賃金のマイナス２７０万、先ほどの

話だと、嘱託を募集したけど、来なかったという話でしたけど、今、病院のほうは

嘱託はあるんですか。聞くところによると、嘱託の人が長いことおっても急に嘱託

をあれして臨時職員にしてしまうとか、そういうことをしていると。身内には甘い

けど、今回でも人事院勧告でどんどんどんどん上げたり、正職員には甘いけれども、

嘱託の人には非常に冷たいんだという話を聞いたことがあるんですけど、どういう

ことなんですか、これは。嘱託はまだあるんですか。 

○内山総合病院事務長  先ほど御説明しました嘱託と臨時職員の件でございます
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けれども、看護補助員の日額とか、パートとか、看護補助員の月額とかというのを

もともと１年間を通して看護師不足を補うために予定してございましたけれども、

募集しましたけれども、思ったほどの応募がなかったということでございます。内

容としましては、看護の補助員の月額、日額、パートの方々ということでございま

す。 

○奥田委員  月額の方が来なかったということですか、嘱託ということは。今で

も嘱託はあるんですね。嘱託の方は全部切って臨時職員にしたと聞いたんですけれ

ども、長いこと嘱託でしておっても、あなた方、身内には甘いけど、自分たちの正

職員以外の方には非常に尾鷲市って冷たいんですねという話を僕は聞いたことがあ

るんですけど、嘱託はあるんですね、今でも。だったら、嘱託の人を別に臨時職員

にしなくてもいいじゃないですか。定年まで嘱託で僕はええと思うんですけど、ど

うなんですか、その辺。 

○内山総合病院事務長  看護師の方々の採用に際しましては、本人さんの希望も

十分配慮していまして、月額で給料を支払うような勤務体制になるのかとか、例え

ばパートで夕方の４時ぐらいで切り上げたいとか、そういった方の御希望を聞いて

募集をさせてもらっていまして、今現在、嘱託の月額の方もみえますし、パートの

方もみえますし、日額の方もみえると、そういった状況でございます。 

○奥田委員  じゃ、嘱託というのはまだあるんですね。あるんですね。だったら、

ある人はずっと嘱託で定年までおらせたらいいじゃないですか。それを何で嘱託を

臨時職員にしてしまうということを平気でやっておるじゃないですか、看護の補助

の人らでも。だから、どうなんですか。 

○内山総合病院事務長  今回の賃金の２７０万の減額につきましては、もともと

予定しておった看護系の方の嘱託の賃金、日額の方の賃金、パートの方の賃金、そ

の方々が予定した数に満たなかったということで減額とさせてもらったことでござ

いまして、恐らく委員がおっしゃられているのは、看護系の嘱託とか、臨時とかと

いうことではないです。 

○奥田委員  一緒や。一緒や。一緒やないですか。 

○内山総合病院事務長  以前、今から４年か５年ぐらい前だと思うんですけれど

も、病院の経費を削減するために業務の見直しを行ったということがございました。

そのときに、本来、嘱託の業務が適切なのか、日額が適切なのかという病院全体で

見直した経緯がございまして、そのときに看護部門も事務部門も見直したという話

を私のほうは聞いております。そのときの主たる目的は経費の削減ということだっ
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たということでございますけれども、その中で整理をしたということは聞いており

ます。 

○奥田委員  そこを言っておるんですよ、僕は。こういう人事院勧告で正職員、

給料がそうでしょう、人事院勧告、１８９万というのが。こういう何百万とかとい

う数字をぽーんと上げておいて、それを経費節減やと言うて、長い間、２０年も３

０年も勤めておるような嘱託の方を急にぽーんとあんたはもう次の月から臨時職員

やでと、そういうやり方をしたんですよね。４年前の話なのかな、これは。だから、

そういうこと、ちぐはぐやと思うんですわ。そんなことをしよって人なんか集まり

ませんよ。だから、その辺のところ、病院経営ということもきちっと、経費節減は

わかりますけど、だったら、自分らも身を切る改革をせなあかんわ。人事院勧告で

あろうが、病院はちょっと厳しいもんで今回はやめておきますとか、４月にさかの

ぼらんと次の４月からにしますとか、そういうことをやればええけれども、１８９

万をぽーんと人事院勧告ですからと上げてきて、そういう嘱託の方には非常に厳し

い。だから、人が集まらないんですよ、看護助士の方とか。まあ、いいですわ。僕

はちぐはぐやと思うんですね。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○野田副委員長  ４月から１０月までの外来患者数が前年同期に比べて５３人ふ

えておるということですけれども、先ほど診療報酬のほうが約３,０００万の前年

同期に比べてマイナスだと。その原因としては医師１人減とか、いろいろ要因は言

ってもらったんですけれども、ここら辺の改善というのはどうなんですかね。やっ

ぱりコストがかかり過ぎということですか。 

○内山総合病院事務長  特に診療報酬の減では内科部門と現状では整形の部門と

か、外科のほうはふえていますけれども、内科の減と整形の減とあるわけですけれ

ども、整形の減につきましては３名から２人に減った。ただし、先ほど申しました

ように、報酬がふえている理由といたしましては、減った分、派遣医師をいただい

ています。その関係で今現在よりは年度末には減額は減って、約１,０００万程度

の減で済むであろうという見込みを立てています。それから、内科につきましては、

先ほど申しましたけれども、Ｃ型肝炎の患者の方が減りまして、薬の名称がハーボ

ニーという薬のようなんですけれども、その薬だけで大体年間３,７００万の減収

になっているということ、それから、その後、先ほど６,０００万程度の減と言い

ましたけれども、６,０００万から３,７００万を引いた残りの金額については内科

における入院患者の減ということでございます。 
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○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで総合病院に係る議案第６０号の審査を終

了いたします。御苦労さんでした。 

（休憩 午後 ４時２２分） 

 

（再開 午後 ４時２３分） 

○三鬼（孝）委員長  それでは、次に、議案第６１号、平成２９年度尾鷲市水道

事業会計補正予算（第２号）の議決についての説明を求めます。 

○尾上水道部長  通知させていただきます。水道部です。よろしくお願いします。 

 それでは、議案第６１号、平成２９年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第２号）

について説明させていただきます。 

 １ページをごらんください。 

 第１条、平成２９年度尾鷲市水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

 第２条、平成２９年度尾鷲市水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する。収入につきましては変更はございません。支出

の第１款水道事業費用は既決予定額５億３,１４５万８,０００円に対し補正予定額

は５９万８,０００円の増額で、予定額を５億３,２０５万６,０００円とするもの

です。内訳といたしましては、第１項営業費用を５９万１,０００円増額補正し、

予定額を４億５,４１３万２,０００に、第２項営業外費用を７,０００円増額補正

し、予定額を７,７４２万１,０００円とするものでございます。 

 続きまして、第３条、債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額を

次のとおりと定めるもので、自家用電気工作物保安管理業務委託は平成３０年度か

ら平成３２年度まで、３３９万２,０００円、水道部庁舎浄化槽保守点検及び清掃

業務も同様に平成３０年度から平成３２年度まで、５９万１,０００円とするもの

でございます。これら２件は単年度契約として計上していたものを一般会計と同様

に平成３０年度から３カ年の契約とすることとしたためでございます。 

 次に、第４条は本年度当初予算で定めました議会の議決を経なければ流用するこ

とができない経費を改めるもので、給与改定などに伴い増額する職員給与費を下記

のとおり改めるものでございます。 

 続きまして、２ページの補正予算説明書をごらんください。 



－８６－ 

 収益的収入及び支出の支出でございますが、第１款、第１項、第１目原水及び浄

水費、既決予定額８,９１１万２,０００円に対し６９万７,０００円減額し、予定

額を８,８４１万５,０００円とするものでございますが、これは給与条例等の改定

や昇給、昇格などによる増額及び休職による減額などによる人件費の減額補正とな

りました。 

 第２目配水及び給水費、既決予定額６,０３２万７,０００円に対し４０万８,０

００円を増額補正し、予定額を６,０７３万５,０００円とするもので、給与改定な

どに伴う職員人件費の増額補正でございます。 

 第５目総係費、既決予定額４,４６２万２,０００円に対し８８万円を増額補正し、

予定額を４,５５０万２,０００円とするものでございます。これも給与改定などに

伴う職員人件費の増額補正でございます。 

 次に、第２項、第３目消費税及び地方消費税、既決予定額１,８５４万９,０００

円に対し７,０００円を増額補正し、予定額を１,８５５万６,０００円とするもの

で、これは今回の補正に伴う消費税納付額の増額でございます。 

 次に、３ページの予定キャッシュフロー計算書をごらんください。 

 今回の補正により、１、業務活動によるキャッシュフローの一番上、当年度純利

益が３,４９３万３,０００となり、補正額が各項目に反映され、１から３までの合

計となる４、資金増加額はマイナス７,５３０万８,０００円となり、５、資金期首

残高７億９,２８４万４,０００円から差し引いた６、資金期末残高は７億１,７５

３万６,０００円となります。 

 次に、４ページには給与費明細書を添付してございます。 

 次に、５ページの予定損益計算書をお願いいたします。 

 １、営業収益、以下各項目には補正額が反映され、当年度純利益は補正前と比べ

５９万８,０００円減額の３,４９３万３,０００円となります。 

 次に、６ページから予定貸借対照表でございます。 

 この補正予算におきまして、資産の分では資産合計は６１億５,９３４万４,００

０円となります。 

 ７ページの負債の部では、負債合計は３５億９,３５０万２,０００円となります。 

 次に、８ページの資本の部では、資本金といたしまして１８億１,８０３万５,０

００円、これに剰余金として（１）資本剰余金と（２）利益剰余金を合わせた剰余

金合計７億４,７８０万７,０００円を加えた資本合計は２５億６,５８４万２,００

０円となります。この資本合計と負債合計を合算した負債資本合計は６１億５,９
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３４万４,０００円となり、資産合計と同額となっております。 

 最後に、９ページと１０ページでは会計処理の基準及び手続を注記として明示し

ております。 

 以上で尾鷲市水道事業会計補正予算（第２号）の御説明を終わります。御審議の

ほうをよろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  議案第６１号の説明が終わりました。ただいまの説明に対

して御質疑のある方は御発言願います。 

○三鬼（和）委員  当期純利益が前年度８,５００万ぐらいかな、本年度、これは

やっぱり給水量とか、そういうのが影響して、人口的なものとかを含めて。 

○尾上水道部長  二つの要因がございます。まず、大口事業者の使用量の減と、

あと、一般の使用に関しましては人口がマイナス２％と見込んでおりまして、その

両方が影響して前年よりも収益が下がっていると分析しております。 

○三鬼（和）委員  条件があるにしても再々あれなんですけど、こういった意味

では水道料金についてどうするかということというんですか、これは新年度早々検

討していくのか、審議会を立ち上げるのかどうかも含めて水道部としての考えはど

うなんですか。 

○尾上水道部長  料金改定につきましては、昨年の決算委員会の折にも一度、三、

四年ぐらい先かなと。今回の決算でもそれよりも延ばせるのではないかというふう

なお話をしたんですが、先ほどの質問で収益が減っている中では少し早まるかとい

う予測も立つとは思うんですが、大口収益、一般収益が減る中でも費用のほうを何

とか削減しまして、料金改定については少しでも後送りにしたいと思っております。

ですので、審議会の立ち上げにつきましては、通例、料金改定を行う前年に立ち上

げるというのがこれまでのようですので、二、三年後にというふうには考えており

ます。 

○三鬼（和）委員  大口のはこれからもそんなに期待できないということがある

のと、もう一点は、これまでの経緯というのか、審議会、１年でも２年でも値上げ

しなくていいということにこしたことはないんですけど、余り先へ行って大幅な値

上げに結びついたという値上げの仕方というのもまたこれも問題が出てくるかと思

うので、その辺は十分住民の感情というのか、減っていくであろう推移とそういっ

たことについて配慮した取り組みをしなくちゃいけないと思っておるんですけど、

その辺はいかがですか。 

○尾上水道部長  料金改定をするにしても、今おっしゃっていただいたように、
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料金改定の率につきましては、今は７億１,０００余りのキャッシュがありまして、

以前少し申し上げたんですが、５億のキャッシュがあるのが安定経営やと。そうし

ますと、あと２億消化するまでということなんですが、逆に言いますと、５億を切

る前に余り料金改定利率が高くならないような形で審議会の方には御審議できるよ

うな形でお諮りできたらなというふうには考えております。 

○三鬼（和）委員  以前、伊藤市長のときかな、審議会の答申があって金額が出

ましたけど、住民感情と議会の審査があって、もう一度上げ幅を出し直しするとい

うことがあったと思うんですね。そういったことも含めてできるだけ大幅な負担が

ない中で水道部として安定的な運営ができるというか、そういったことを十分配慮

していただきたいと思いますので。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○奥田委員  今の話ですけど、キャッシュフロー計算書を見ると、今回、予想と

しては７,５００万減って、期末残高が７億１,７００万ということですよね。そう

すると、５億という目安で考えると、来年、再来年、もうあと二、三年、このまま

でいくともっと減っていくんじゃないかなという感じがするんですけど、資金が。

５億ってすぐ見えてくるんじゃないですか、部長。 

○尾上水道部長  先ほど申したのはあくまで原形をそのまま続けた場合なんです

が、少し申し上げたように、経費のほうも見直しをさせていただいて、できれば一

昨年の決算で言わせていただいた三、四年、三、四年は何とかもたせて、それ以降

にということで頑張っていきたいと思っております。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで水道事業の議案の審査を終了いたします。

御苦労さんでした。 

 暫時休憩します。 

（休憩 午後 ４時３５分） 

 

（再開 午後 ４時３６分） 

○三鬼（孝）委員長  付託議案の採決をいたしたいと思います。 

 議案第５７号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の議決について、

可決すべきとするもの、挙手願います。 

（挙 手 全 員） 
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○三鬼（孝）委員長  挙手全員、ありがとうございます。よって、議案５７号は

可決されました。 

 次に、議案第５８号、平成２９年度尾鷲市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）の議決について、可決すべきものに挙手願います。 

（挙 手 全 員） 

○三鬼（孝）委員長  挙手全員であります。よって、議案５８号は承認されまし

た。 

 次に、議案第５９号、平成２９年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第２号）の議決について、可決すべきとするもの、挙手願います。 

（挙 手 全 員） 

○三鬼（孝）委員長  挙手全員、ありがとうございます。 

 議案第６０号、平成２９年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第２号）の議決につ

いて、可決すべきとするもの、挙手願います。 

（挙 手 全 員） 

○三鬼（孝）委員長  挙手全員、ありがとうございます。 

 議案第６１号、平成２９年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第２号）の議決につ

いて、可決すべきとするもの、挙手を願います。 

（挙 手 全 員） 

○三鬼（孝）委員長  挙手全員、ありがとうございます。よって、全議案とも全

会一致で可決されました。どうも御審議ありがとうございました。 

 委員長報告ですけれども、つけ加えることについて、その辺のところはどうでし

ょうね。よろしいですか。よろしいね。奥田委員の質疑に対しては謝罪もありまし

たことですから、その辺のところはそれで勘弁してやってください。 

 ということで、これで委員会を閉じます。大変長時間ありがとうございました。 

（午後 ４時３８分 閉会） 

 


